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西

村

俊

範

〔
要
約
〕
　
漢
代
に
お
け
る
墓
葬
は
、
被
葬
者
の
生
前
の
社
会
的
地
位
に
規
制
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
反
颪
、
各
階
層
の
人
々
が
等
し
く
具
有
し
て
い
た
死
後

の
世
界
に
対
す
る
基
本
的
な
欲
求
を
そ
の
中
に
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
漢
代
の
墓
葬
の
中
か
ら
特
に
そ
の
同
室
構
造
を
取
上
げ
て
、
、
皇
帝
陵
の
墓
室
構
造
を
文
献
・
発
掘
例
の
爾
薗
か
ら
探
り
、
そ
の
王
陵
と
し
て

の
歴
史
的
変
遷
の
中
に
占
め
る
位
置
を
考
察
し
た
。
そ
の
上
で
、
皇
帝
陵
と
劉
氏
一
・
族
も
含
め
た
そ
の
他
の
大
型
墓
葬
と
の
闘
係
を
追
求
し
て
、
誌
代
に

お
け
る
政
治
的
秩
序
維
持
の
問
題
を
考
察
し
た
。

　
二
代
の
大
型
墓
は
、
戦
鼠
伝
統
の
竪
穴
式
木
鼠
墓
と
皇
帝
の
墓
葬
と
し
て
の
黄
玉
題
湊
を
有
す
る
横
穴
式
墓
葬
の
系
譜
を
引
く
各
種
横
穴
式
墓
葬
、
横

穴
式
の
多
蜜
確
墓
の
三
群
に
大
別
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
の
関
係
は
大
き
く
三
時
期
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
漢
皇
帝
陵
に
お
け
る
黄
腸
題

湊
を
有
す
る
横
穴
式
墓
葬
（
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
）
の
採
用
と
大
型
墓
に
お
け
る
そ
の
下
賜
と
理
念
的
模
倣
、
並
び
に
竪
穴
宮
木
榔
墓
の
併
存
、
東
漢
前

半
期
に
お
け
る
申
・
小
型
墓
に
お
い
て
の
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
墓
室
構
造
ブ
ラ
ン
の
模
倣
・
部
分
的
模
倣
の
流
行
、
東
漢
後
半
期
に
お
け
る
大
型
綱
索

礪
墓
群
の
成
立
と
大
型
墓
に
お
け
る
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
模
倣
の
衰
退
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
各
時
期
に
お
け
る
こ
れ
ら
三
群
の
論
賛
の
関
係
は
、
羅
漢
・
東
漢
を
通
じ
て
の
政
治
的
秩
序
維
持
の
度
合
を
墓
葬
の
面
に
反
映
し
た
も
の
と
推
察
す
る

こ
と
が
最
も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
二
巻
大
号
　
一
九
七
九
年
＋
一
月

‘

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

女
鹿
の
幕
葬
は
解
放
後
中
国
全
士
に
亘
っ
て
膨
大
な
数
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
は
、
精
粗
は
別
と
し
て
我
々
が
報
皆
を
参
照
し
う
る

墓
葬
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
極
め
て
多
数
に
上
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
漢
墓
を
歴
史
資
料
と
レ
て
取
り
ま
と
め
て
総
合
的
に
取
り
扱
う
こ
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①

と
の
中
か
ら
、
漢
代
墳
墓
の
編
年
的
研
究
、
地
域
性
・
階
層
性
の
把
握
を
行
な
う
こ
と
が
当
然
の
研
究
課
題
と
し
て
要
請
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
様
な
研
究
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
も
、
ま
だ
様
々
な
問
題
点
が
残
っ
て
い
る
。

　
報
告
の
地
域
的
な
片
寄
り
や
、
墳
墓
を
群
と
し
て
墓
地
と
し
て
把
握
し
た
報
告
が
乏
し
い
事
も
漢
墓
の
概
観
を
難
し
く
し
て
い
る
。
だ
が
そ

れ
に
も
増
し
て
、
漢
代
墓
葬
の
頂
点
に
立
つ
べ
き
皇
帝
陵
の
内
容
が
未
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
墓
葬
を
身
分
的
秩
序
の
表
象
と
し

て
階
層
的
に
捉
え
て
ゆ
く
作
業
を
行
な
う
上
で
の
最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
中
国
古
代
社
会
に
お
け
る
大
型
墓
は
、
中
・
小
型
墓
そ
の
も
の
の
大
型
化
か
ら
は
直
接
に
引
き
出
し
得
な
い
特
殊
性
を
備
え
て
い
る
。
大
型

墓
を
作
る
支
配
者
層
の
持
つ
理
念
、
死
後
の
世
界
に
対
す
る
観
念
や
そ
の
観
念
の
実
現
の
た
め
に
な
さ
れ
る
行
動
に
は
、
中
・
小
型
墓
の
被
葬

者
達
の
そ
れ
と
は
か
な
り
隔
絶
し
た
も
の
が
あ
り
、
む
し
ろ
彼
ら
の
理
念
が
中
・
小
型
墓
被
葬
者
よ
り
先
行
し
て
リ
ー
ド
す
る
指
導
理
念
と
し

て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
様
な
関
係
が
墓
室
構
造
の
面
に
興
起
す
る
時
に
は
、
大
型
墓
の
墓
室
構
造
は
そ
の
形
を
そ
っ
く
り
ま
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
形

の
基
本
に
あ
る
理
念
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
・
小
型
墓
に
何
ら
か
の
形
で
写
し
取
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
を
墓
葬
に
聾
す

る
規
則
と
関
連
さ
せ
て
言
え
ば
、
墓
室
構
造
の
積
極
的
規
制
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
規
綱
を
無
視
す
る
働
き
と
関
連
さ
せ
れ
ば
蘭
越
行

為
と
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
短
命
の
政
権
で
あ
っ
た
秦
を
引
き
継
い
で
中
国
の
統
一
支
配
を
行
な
っ
た
西
漢
は
、
強
力
な
窟
僚
統
舗
の
網
を
広
く
全
人
民
に
及
ぼ
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
豊
中
に
よ
る
個
別
人
身
支
配
を
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
従
っ
て
、
上
述
の
如
き
皇
帝
陵
を
も
含
め
た
大
型
墓
と
中
・
小
型
墓
の
閲

の
関
係
は
同
時
に
皇
帝
陵
と
大
型
墓
と
の
間
の
関
係
と
し
て
も
成
立
し
て
い
た
と
考
え
る
事
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
皇
帝
陵
を
漢
代
墓

葬
の
歴
史
的
意
義
を
理
解
す
る
一
手
段
と
し
て
考
察
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
大
型
墓
ひ
い
て
は
中
・
小
型
墓
に
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゆ
く
よ
う
な
漢
代
皇
帝
陵
の
様
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

ま
ず
は
文
献
に
よ
っ
て
そ
の
概
略
を
見
て
み
た
い
。
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①
　
漢
代
の
墓
葬
に
関
連
す
る
論
孜
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
1
　
光
永
俊
介
「
漢
穴
朝
墓
制
に
お
け
る
陵
墓
の
周
辺
」
東
方
古
代
研
究
第
九
号
、

　
　
一
九
五
九
年

　
2
　
三
上
次
男
「
中
国
古
代
の
甕
棺
墓
」
『
中
国
古
代
史
研
究
』
一
九
六
〇
年

　
3
　
町
田
章
「
古
代
中
国
に
お
け
る
下
級
墓
葬
に
つ
い
て
」
史
泉
二
六
～
二
八
号

　
　
一
九
六
～
二
年

　
4
　
町
田
章
「
漢
河
南
県
城
鳥
葬
考
」
考
古
学
雑
誌
五
四
巻
二
号
　
一
九
六
八
年

　
5
　
樋
口
隆
康
「
空
心
簿
墓
に
つ
い
て
」
朝
鮮
学
報
四
九
輯
　
一
九
六
八
年

　
6
　
杉
本
憲
司
「
山
東
省
の
一
漢
代
壁
画
墓
に
つ
い
て
」
　
『
日
本
古
文
化
論
攻
』

　
　
一
九
七
〇
年

　
7
　
杉
本
憲
司
「
中
国
古
代
の
墓
室
装
飾
」
『
高
松
塚
古
墳
調
査
中
間
報
告
書
』

　
　
一
九
七
二
年

　
8
　
町
田
章
「
大
陸
の
装
飾
墓
」
　
『
古
代
史
発
掘
』
八
　
一
九
七
四
年

　
9
町
田
章
「
漢
代
南
越
國
墓
葬
考
」
『
東
方
学
報
』
京
都
第
四
十
六
樹
　
一
九

二
　
文
献
に
見
え
る
皇
帝
陵

七
四
年

10

@
杉
本
憲
司
「
二
代
の
墓
蜜
装
飾
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
　
『
橿
原
考
古
学
研
究

　
所
論
集
創
立
三
十
五
周
年
記
念
』
一
九
七
五
年

11

@
樋
口
隆
康
『
古
代
中
園
を
発
掘
す
る
』
一
九
七
五
年

12

@
杉
本
憲
司
．
「
中
国
古
代
の
墓
地
」
　
『
日
本
古
代
文
化
の
探
求
・
墓
地
』
一
九

　
七
五
年

13
@
秋
山
進
午
「
墳
墓
」
　
『
漢
代
の
美
術
』
一
九
七
五
年

14

@
町
田
章
「
前
漢
帝
陵
の
構
造
」
　
『
江
上
波
央
教
授
古
稀
記
念
論
集
　
考
古
・

　
美
術
篇
』
一
九
七
六
年

15
@
デ
・
ホ
ロ
ー
ト
『
中
国
の
墓
』
（
目
び
。
渇
⑦
凱
σ
q
一
〇
痛
ω
ω
畷
ω
富
ヨ
。
｛
O
げ
ぎ
即

　
く
。
一
．
H
H
）
西
脇
常
雇
訳
、
｛
九
七
六
年

16

@
町
田
章
「
華
北
地
方
に
お
け
る
漢
墓
の
構
造
」
　
『
東
方
学
報
』
京
都
第
四
十

九
冊
　
一
九
七
七
年

　
ω
　
西
　
　
　
漢

　
西
漢
の
皇
帝
陵
は
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
下
の
劉
昭
注
に
引
く
「
漢
旧
儀
」
に
、
　
「
漢
照
儀
に
前
漢
面
面
の
寿
陵
を
略
幽
し
て
曰
く
」
と
し
て

み
え
て
い
る
。

　
　
　
天
子
即
位
の
明
年
、
将
作
大
匠
拙
地
を
営
み
、
地
七
頃
を
用
い
、
方
中
に
は
地
一
頃
を
用
う
。
…
…
武
帝
の
雲
高
は
二
十
丈
、
明
中
は
高
さ
一
書
七
尺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ

　
　
　
四
周
は
二
丈
な
り
。
二
男
・
粕
の
黄
腸
題
湊
を
内
に
し
、
次
を
以
て
百
官
の
蔵
畢
ら
ば
、
其
れ
四
通
の
羨
門
を
設
け
、
大
車
・
六
馬
を
容
れ
、
皆
之
を
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ず

　
　
　
方
に
蔵
す
。
防
車
石
を
外
し
、
外
方
を
立
つ
る
に
、
戸
に
夜
盗
・
莫
邪
の
剣
・
伏
驚
を
設
け
、
伏
火
を
潔
く
。
…
…

　
明
中
と
呼
ば
れ
る
墓
前
に
は
、
梓
棺
と
柏
木
（
ひ
の
き
）
の
直
腸
題
額
が
置
か
れ
、
そ
の
外
側
に
百
官
の
蔵
を
入
れ
る
部
位
が
あ
り
、
外
部
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と
の
出
入
り
に
「
四
通
の
羨
門
」
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
通
路
（
羨
道
と
呼
ん
で
よ
か
ろ
う
）
の
内
方
に
大
車
・
六
馬
が
納
め
ら
れ
、
そ
の
外
方

に
夜
龍
・
莫
邪
の
剣
・
伏
弩
・
伏
火
が
盗
掘
の
防
止
用
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
方
、
こ
れ
は
皇
帝
陵
の
話
で
は
な
い
が
、
『
漢
書
』
霧
光
伝
（
列
伝
第
三
十
八
）
（
以
下
「
霧
光
伝
」
と
略
す
。
）
に
は
宣
帝
の
地
節
二
年
（
じ
d
・
ρ

①
。
。
年
）
に
覆
光
が
死
去
し
た
際
の
話
と
し
て
次
の
様
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
光
箆
ず
。
上
及
び
皇
太
后
親
し
く
光
の
喪
に
臨
む
。
…
…
金
銭
、
絵
黎
、
霜
被
百
領
、
衣
五
十
縫
、
壁
珠
磯
、
玉
衣
、
梓
宮
・
便
房
・
心
墨
題
湊
各
一
具
、

　
　
縦
木
の
外
蔵
榔
十
五
具
、
東
園
の
温
現
を
賜
う
こ
と
皆
乗
輿
の
制
度
の
如
し
。
…
…

　
震
光
は
そ
の
死
に
際
し
て
皇
帝
よ
り
様
々
の
葬
送
用
品
を
一
括
し
て
下
賜
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
皇
帝
の
葬
送
用
品
に
準
拠
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
下
賜
品
の
う
ち
、
梓
宮
・
房
房
・
黄
腸
壁
湊
各
一
具
、
算
木
の
外
蔵
榔
十
五
具
は
い
ず
れ
も
墓
室
構
造
に
関
連

し
て
い
よ
う
。
翻
っ
て
皇
帝
陵
の
墓
室
構
造
に
も
こ
れ
ら
と
同
名
称
の
設
備
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の
「
漢
雪
下
」
　
「
覆

光
伝
」
の
二
つ
を
手
が
か
り
と
し
て
墓
室
構
造
を
各
部
位
に
分
け
て
述
べ
る
。

　
梓
糖
（
梓
宮
）
“
「
覆
光
伝
」
で
は
梓
宮
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
顔
師
古
注
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
服
震
曰
く
「
棺
な
り
。
」
と
。
師
古
曰
く
「
梓
木
を
以
て
之
を
為
る
。
親
身
の
棺
な
り
。
天
子
の
倒
な
る
が
た
め
に
、
故
に
亦
た
梓
宮
と
称
す
。
」

と
言
っ
て
い
る
。
又
、
　
『
後
漢
書
』
孝
明
帝
紀
の
李
賢
注
に
、
　
「
梓
宮
」
に
注
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か

　
　
梓
宮
は
、
梓
木
を
以
て
棺
を
為
る
。
風
俗
通
に
曰
く
「
宮
は
存
疇
に
居
る
所
な
り
。
生
に
縁
り
て
死
に
憶
う
。
因
り
て
以
て
名
と
な
す
な
り
。
」
と
。

と
言
っ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
天
子
の
遺
骸
が
安
置
さ
れ
る
部
位
で
あ
り
、
こ
こ
が
死
後
の
寝
所
と
し
て
宮
殿
に
比
さ
れ
て
い
る
。
　
「
漢
旧
里
」
の
記
載
か
ら
み

て
、
こ
れ
が
墓
室
の
中
央
部
に
位
置
す
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　
便
房
“
「
漢
旧
懐
」
に
は
見
え
な
い
が
、
「
霧
光
伝
」
の
記
載
に
よ
り
皇
帝
陵
の
設
備
と
し
て
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
　
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
下

の
劉
昭
注
に
引
く
「
漢
書
音
儀
」
に
は
、
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便
房
は
蔵
中
の
便
座
な
り

と
あ
り
、
　
「
発
光
伝
」
の
顔
師
古
注
に
も
、
同
一
の
説
が
引
か
れ
る
。
顔
師
古
は
、
同
じ
く
門
漢
書
」
張
函
伝
（
列
伝
第
五
十
一
）
に
は
、

　
　
便
坐
は
正
寝
に
あ
ら
ざ
る
を
謂
う
。
勢
側
に
あ
り
て
も
っ
て
心
覚
す
べ
き
も
の
な
り
。

と
注
し
て
い
る
。
　
『
漢
書
』
陳
湯
島
（
列
伝
第
四
十
）
に
は
、
成
帝
（
在
位
切
・
ρ
ω
。
。
～
b
d
・
○
・
『
年
）
の
昌
陵
に
実
際
に
便
房
が
作
ら
れ
て
い
た

事
を
記
し
て
、

　
　
　
　
　
ひ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か

　
　
昌
陵
は
醜
き
に
よ
り
て
高
き
を
為
り
、
土
を
積
み
て
山
を
為
る
。
便
意
を
度
る
に
、
猶
平
地
の
上
に
あ
る
が
ご
と
き
な
り
。
客
土
の
中
は
幽
冥
の
霊
を
保

　
　
た
ず
。
浅
外
に
し
て
固
な
ら
ず
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
上
の
住
居
に
お
け
る
便
坐
（
寝
室
の
そ
ば
に
あ
る
居
間
で
、
客
の
も
て
な
し
も
す
る
）
に
相
当
す
る
便

房
が
墓
中
に
作
ら
れ
、
こ
こ
が
被
葬
者
の
霊
が
ふ
だ
ん
く
つ
ろ
い
で
休
む
営
所
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
　
「
羅
光
伝
」
で
は
便
房
は
軍
勢
に

続
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
便
坐
が
正
寝
に
接
し
て
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
便
房
も
恐
ら
く
墓
中
の
位
置
と
し
て
は
梓
宮
に
近
接
し
て
設
け
ら
れ

て
い
る
事
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
黄
出
題
湊
”
「
漢
旧
儀
」
・
「
思
事
伝
」
に
と
も
に
見
ら
れ
る
。
　
「
面
壁
儀
」
で
は
墨
型
と
並
ん
で
墓
室
の
中
央
部
に
置
か
れ
、
「
覆
光
伝
」
で

は
記
載
上
は
梓
宮
・
便
房
に
次
い
で
お
り
、
外
蔵
榔
の
前
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
覆
光
伝
」
の
顔
師
古
注
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ

　
　
蘇
林
曰
く
「
粕
木
の
黄
心
を
以
て
、
棺
外
に
累
ね
致
す
。
故
に
黄
腸
と
日
う
。
木
頭
は
皆
内
向
す
。
故
に
題
湊
と
日
う
。
」
と
。

と
言
う
。
又
、
　
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
下
の
劉
昭
注
に
引
く
「
漢
書
音
義
」
に
は
、

　
　
題
は
頭
な
り
。
湊
は
頭
を
以
て
内
に
向
け
、
固
む
る
を
為
す
所
以
な
り
。

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
棺
の
外
周
に
黄
心
を
持
つ
ひ
の
き
の
角
材
を
木
口
を
内
に
向
け
て
（
つ
ま
り
年
輪
の
同
心
円
が
棺
の
方
角
か
ら
見
え

る
よ
う
に
）
積
み
重
ね
、
積
み
方
を
強
固
に
し
て
あ
る
も
の
の
こ
と
に
な
る
。
又
、
　
『
後
漢
書
』
梁
統
伝
（
列
伝
第
二
十
四
）
の
李
賢
注
に
引
く
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「
漢
書
音
義
」
に
は
、
　
「
黄
腸
」
に
注
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
柏
木
の
黄
心
を
以
て
榔
…
を
為
る
。

と
し
て
お
り
、
こ
れ
が
棺
外
に
作
ら
れ
た
一
種
の
榔
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。
便
房
と
黄
延
髄
湊
と
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
瞭
な
記
載

が
な
く
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
外
蔵
榔
”
「
震
光
伝
」
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
「
漢
旧
儀
」
で
は
「
次
を
以
て
高
宮
の
蔵
を
お
わ
る
」
場
所
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
名
称
か
ら
み
て
も
副
葬
品
の
収
蔵
庫
と
言
え
る
。
墓
中
に
お
け
る
場
所
と
し
て
は
黄
腸
題
湊
の
外
側
に
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
”
『
漢
書
』
酷
吏
伝
（
列
伝
第
六
十
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
そ

　
　
是
に
先
ん
じ
て
、
茂
陵
の
野
人
焦
氏
・
質
氏
は
、
数
千
万
を
以
て
陰
か
に
炭
・
葦
・
諸
の
下
里
の
物
を
積
貯
す
。
　
（
田
）
延
年
奏
し
て
言
う
。
　
「
商
費
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
ね
が

　
　
或
い
は
予
め
方
上
の
不
祥
の
器
物
を
収
め
、
其
の
兼
用
を
翼
い
、
以
て
利
を
求
め
ん
と
欲
す
。
…
…

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
茂
陵
の
大
商
人
達
が
炭
・
葦
・
様
々
の
副
葬
品
を
買
い
占
め
て
、
昭
帝
の
大
喪
の
際
に
暴
利
を
む
さ
ぼ
ろ
う
と

し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
皇
帝
陵
の
ど
こ
か
の
部
位
に
炭
・
葦
が
使
わ
れ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
を
「
漢
旧
儀
」
を
中
心
に
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
皇
帝
陵
の
内
部
構
造
は
、
そ
の
中
央
に
梓
宮
・
便
房
・
空
腸
題
湊
が
あ
り
、
そ
の

外
側
に
外
心
郷
を
持
ち
、
外
部
と
の
通
路
と
し
て
、
羨
道
・
羨
門
が
付
く
形
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
梓
宮
・
便
房
・
黄
腸
題
湊
・
外
転
榔

は
い
ず
れ
も
皇
帝
よ
り
臣
下
に
下
賜
し
て
い
る
例
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
殊
な
形
態
を
持
つ
な
り
、
貴
重
な
材
料
を
使
用
す
る
な
り
し
た
も

の
で
あ
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
言
う
ま
で
も
な
い
事
な
が
ら
、
羨
道
・
羨
門
の
存
在
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
豊
帝
陵
は
横
穴
式
墓
守
の
範
蕗
に
属
す
る
も
の
と
考
え
て

よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
、
梓
宮
・
便
房
の
名
称
か
ら
も
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
漢
皇
帝
陵
は
地
上
の
富
殿
を
ま
ね
て
地
下
に
持
ち
込
む
事
を
意

図
し
て
い
た
事
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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②
　
東
　
　
　
漢

　
東
漢
の
皇
帝
陵
に
つ
い
て
は
、
　
「
漢
旧
業
し
に
み
ら
れ
る
様
な
ま
と
ま
っ
た
墓
誌
構
成
の
記
載
が
み
あ
た
ら
な
い
が
、
　
『
後
漢
書
』
礼
儀
志

下
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
概
要
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
礼
儀
志
」
下
は
、
主
に
天
子
の
大
喪
の
際
の
式
次
第
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の

文
章
に
は
不
自
然
な
省
略
が
多
く
、
ま
と
ま
っ
た
意
味
を
取
り
難
い
部
分
が
あ
る
。
以
下
、
　
「
礼
儀
志
」
下
の
文
章
を
追
っ
て
述
べ
る
。

　
皇
帝
の
死
後
、
そ
の
遺
骸
は
西
漢
同
様
梓
宮
に
納
め
ら
れ
る
。

　
　
東
園
匠
・
考
工
令
は
、
東
園
の
良
器
の
表
裏
洞
赤
、
虞
は
文
に
し
て
、
日
月
鳥
亀
龍
虎
連
壁
優
月
牙
檜
を
画
け
る
粋
宮
を
奏
す
る
こ
と
故
事
の
如
し
。

と
あ
る
。

　
引
続
い
て
、
陵
の
築
造
の
事
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
え
ら
　
　
　
　
な
ら
　
つ
く
①

　
　
司
空
は
土
を
択
び
て
穿
を
造
り
、
…
…
将
作
（
大
匠
）
の
油
緩
帳
も
て
以
て
坑
を
覆
い
、
石
を
方
べ
て
黄
腸
題
湊
・
便
書
を
治
る
こ
と
礼
の
如
し
。

　
黄
腸
題
湊
と
便
房
が
と
も
に
墓
墳
内
の
横
成
要
素
と
し
て
見
え
て
い
る
。

　
続
い
て
、
天
子
の
遺
骸
が
宮
殿
よ
り
陵
に
運
ば
れ
、
埋
葬
所
に
着
い
た
葬
列
は
陵
の
前
に
整
列
し
、
皇
帝
の
遺
骸
は
墓
城
内
に
運
び
込
ま
れ

る
。
陵
に
到
着
し
た
斎
宮
は
霊
枢
車
ご
と
羨
道
の
西
側
に
置
か
れ
、
新
し
い
皇
帝
は
、
こ
れ
と
反
対
の
羨
道
の
東
側
に
位
置
す
る
。
諸
侯
王
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

公
・
特
進
は
恐
ら
く
羨
門
に
通
じ
る
神
道
と
思
わ
れ
る
道
の
西
側
、
す
な
わ
ち
霊
枢
車
の
南
側
に
、
九
賓
・
大
鴻
益
・
中
二
千
石
・
二
千
石
・

特
進
は
、
神
道
の
東
側
、
す
な
わ
ち
新
し
い
皇
帝
の
南
側
に
整
列
す
る
。
詩
学
の
読
み
上
げ
と
哀
嬰
が
終
っ
た
後
、
梓
宮
は
東
園
の
武
士
達
に

よ
っ
て
霊
枢
車
よ
り
降
さ
れ
て
、
羨
道
を
通
っ
て
墓
墳
内
（
下
房
）
に
運
び
込
ま
れ
る
。

　
そ
の
後
、
東
園
匠
の
明
器
類
が
墓
中
に
運
び
込
ま
れ
、
新
し
い
皇
帝
に
よ
る
追
贈
が
な
さ
れ
て
儀
式
が
終
る
。

　
　
司
徒
曰
く
「
百
官
の
事
畢
り
ぬ
。
…
…
」
…
…
司
徒
脆
き
て
曰
く
「
請
う
。
追
贈
せ
ん
。
」
侍
中
は
鴻
洞
を
奉
持
す
。
…
…
皇
帝
進
み
て
脆
き
て
羨
道
の

　
　
房
戸
に
臨
み
、
西
向
し
て
手
つ
か
ら
贈
を
下
し
て
鴻
釜
中
に
投
げ
る
こ
と
三
た
び
す
。
…
…
太
常
脆
き
て
曰
く
「
贈
柔
柔
り
ぬ
。
」
…
…
礼
畢
ら
ば
司
窒

　
　
は
校
を
将
い
て
土
を
復
す
。
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東
園
の
明
器
そ
の
他
が
運
び
込
ま
れ
た
段
階
で
、
司
徒
は
「
醤
宮
の
暴
富
り
ぬ
」
と
言
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
　
「
漢
旧
藩
」
に
言
う
「
以
次

百
官
蔵
畢
」
が
黄
腸
癌
湊
の
外
、
羨
道
よ
り
も
内
側
の
部
分
、
す
な
わ
ち
「
善
光
伝
」
に
言
う
外
事
榔
に
東
園
匠
の
明
器
他
の
副
葬
贔
を
運
び

込
む
事
に
あ
た
る
事
が
明
ら
か
に
な
る
。
　
「
礼
義
志
」
の
こ
の
部
分
の
劉
認
証
は
「
続
漢
書
偏
を
引
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ
ど

　
　
明
帝
崩
ず
れ
ば
、
司
徒
の
飽
曼
画
調
を
罵
る
。
葬
日
に
三
公
入
り
て
梓
宮
を
安
ん
じ
て
還
る
。
羨
道
の
半
ば
に
到
り
て
、
上
の
下
ら
ん
と
欲
す
る
に
逢

　
　
う
。
豊
、
重
み
て
叩
頭
し
て
言
う
。
　
「
礼
に
、
天
子
の
鴻
洞
に
て
以
て
贈
る
は
、
郊
廟
を
重
ぬ
る
駈
以
な
り
。
陛
下
危
険
を
欝
し
て
、
義
を
以
て
哀
を
割

　
　
か
ず
し
て
奈
何
せ
ん
。
」
上
即
ち
還
る
。

と
記
し
て
い
る
。
羨
道
と
い
う
名
称
を
持
つ
部
位
が
、
墓
室
中
と
外
部
を
結
ぶ
通
路
で
あ
っ
た
事
、
羨
道
は
全
て
の
部
分
が
水
平
で
は
な
く
、

地
上
か
ら
地
下
に
下
る
部
分
を
有
す
る
通
路
で
あ
っ
た
事
が
理
解
さ
れ
る
。
皇
帝
の
贈
事
を
最
後
に
蝿
捕
で
の
行
事
は
全
て
終
り
、
墓
墳
に
土

が
覆
せ
ら
れ
る
。

　
「
礼
儀
志
」
下
の
記
載
で
は
、
こ
の
大
喪
の
式
次
第
に
続
い
て
、
太
皇
太
后
や
皇
太
后
が
崩
じ
て
、
各
々
の
配
偶
者
で
あ
る
皇
帝
の
陵
に
合

葬
さ
れ
る
場
合
の
規
定
を
記
載
し
て
い
る
。

　
　
合
葬
に
は
羨
道
を
開
通
し
て
、
皇
帝
は
便
房
に
謁
す
。
国
労
は
導
き
て
羨
道
に
至
り
杖
を
去
る
。
中
墨
侍
は
受
け
て
枢
前
に
到
り
、
謁
し
、
経
路
し
て
止

　
　
む
こ
と
儀
の
如
し
。

　
こ
の
記
事
を
素
直
に
読
む
限
り
、
墓
麟
の
中
に
は
、
羨
道
を
く
ぐ
り
抜
け
た
突
き
漏
り
に
便
房
が
あ
り
、
こ
の
便
房
か
ら
枢
（
梓
宮
）
を
礼

拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
事
が
理
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
墓
室
内
で
は
、
函
丈
は
羨
道
と
七
宮
の
中
問
に
あ
た
る
所
に
位

置
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
合
葬
時
に
は
一
度
閉
鎖
し
た
羨
道
が
再
度
開
か
れ
て
、
皇
帝
以
下
の
心
々
は
墓
室
内
に
降
り
て
い

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
羨
道
は
竪
穴
式
の
墓
葬
の
要
道
で
は
も
ち
ろ
ん
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
横
穴
式
の
墓
葬
に
ト
ン
ネ
ル
式
の
羨

道
が
付
い
て
い
る
形
を
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
こ
の
横
穴
式
墓
室
に
ト
ン
ネ
ル
羨
道
が
付
く
形
態
は
、
基
本
的
に
東
藤
代
の
横
穴
式
墓
葬
と
も
共
通
要
素
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
文
献
上
の
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西
漢
皇
帝
陵
と
比
較
し
て
も
、
梓
宮
・
便
房
・
黄
腸
題
湊
と
い
っ
た
固
有
名
詞
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
横
穴
式
の
林
葬
め
プ
ラ
ン
と
し
て
も
ほ

と
ん
ど
大
差
が
な
い
と
雷
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
に
概
観
し
た
通
り
、
羅
漢
・
東
遷
の
皇
帝
陵
は
、
時
代
を
通
じ
て
ト
ン
ネ
ル
羨
道
を
持
っ
た
横
穴
式
墓
葬
の
範
麟
に
属
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
個
々
の
実
態
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
、
梓
宮
・
便
房
・
黄
腸
題
湊
・
百
官
の
蔵
を
納
め
る
部
位
（
外
流
榔
・
蔵
房
な
ど

様
々
の
名
称
が
あ
る
）
を
基
本
構
造
と
し
て
持
つ
点
も
共
通
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
構
造
の
配
置
に
も
、
梓
宮
・
便
房
が
中
央
に
ま
と
ま
る
と

い
う
一
致
点
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
構
造
を
備
え
た
プ
ラ
ン
を
有
す
る
墓
葬
の
実
例
が
一
つ
で
も
見
出
せ
れ
ば
、
西
漢
・
東
漢
の
皇
帝
陵
の
構
造

は
そ
の
細
部
に
到
る
ま
で
の
細
い
点
は
無
理
と
し
て
も
、
お
お
よ
そ
の
概
形
は
想
定
し
う
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
『
後
漢
魯
』
三
献
帝
紀
の
李
賢
注
に
引
く
「
続
漢
書
」
は
こ
の
部
分
を
「
…
…
　
　
　
　
②
　
『
後
漢
需
』
光
武
十
王
撮
（
列
伝
第
三
十
二
）
の
李
賢
愚
に
「
神
道
」
に
注
し

　
　
司
空
択
土
造
穿
、
太
史
ト
日
、
将
作
理
念
腸
題
湊
歯
黒
　
如
礼
」
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
て
「
墓
前
開
道
、
建
石
柱
建
為
標
、
謂
之
神
道
」
と
早
う
。
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三
　
大
篠
台
西
漢
墓
の
発
掘

　
一
九
七
四
年
、
北
京
市
の
豊
台
区
郭
公
荘
大
藻
台
に
お
い
て
二
座
の
西
漢
代
の
横
穴
式
木
室
墓
が
発
掘
さ
れ
た
。
　
『
文
物
』
一
九
七
六
年
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

六
期
に
こ
の
う
ち
の
一
号
墓
に
つ
い
て
の
概
略
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
報
告
は
こ
の
一
号
墓
の
発
掘
地
点
と
墓
葬
内
容
の
レ
ベ
ル
か
ら
被

葬
者
を
諸
侯
王
で
あ
る
斎
王
と
考
え
、
武
・
昭
五
鉄
の
出
土
と
漆
器
に
「
廿
四
年
五
月
丙
辰
丞
…
…
」
の
下
刻
が
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

刺
王
且
（
在
位
b
d
・
O
・
目
刈
～
。
。
O
年
）
と
特
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
の
墓
（
以
下
大
前
台
M
1
と
す
る
）
は
、
報
告
の
後
に
付
さ
れ
た
魯
瑛
氏
の
論
文
に
逐
一
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
前
章
で
検
討
し
た
漢

代
の
皇
帝
陵
の
内
部
構
造
に
基
本
的
に
合
致
す
る
構
造
を
取
っ
て
お
り
、
こ
の
大
雨
台
M
1
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
未

知
の
も
の
で
あ
っ
た
漢
倉
皇
帝
陵
の
内
都
構
造
を
よ
り
詳
し
く
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



田代大型墓の構造（西村）
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以
下
、
文
献
に
よ
る
名
称
と
対
比
し
な
が
ら
大
裸
台
M
1
の
細

部
構
造
を
見
て
み
た
い
。

　
墓
道
…
墓
室
の
南
中
央
に
付
く
。
金
代
の
遺
骨
に
撹
乱
さ
れ
て
、

南
半
部
す
な
わ
ち
外
端
に
近
い
部
分
が
飛
ば
さ
れ
て
い
る
が
、
残

長
一
六
・
七
m
、
悟
四
・
二
五
皿
を
計
る
。
底
部
に
は
墓
室
の
鋪

底
板
の
延
長
部
が
延
び
て
き
て
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
平
面
図

・
断
面
図
を
信
用
す
れ
ば
、
両
側
壁
と
天
井
部
に
も
木
製
の
結
構

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
造
の
ト
ン
ネ
ル
構
造
を
呈
し

て
い
た
ら
し
く
、
水
平
三
道
の
可
能
性
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
北
半
翻
す
な
わ
ち
墓
室
に
近
い
部
分
に
馬
十
一
匹
と
馬
車
三
両

が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
「
漢
旧
儀
」
に
雷
う
「
大
車
・
六
馬

を
容
れ
、
皆
こ
れ
を
内
方
に
蔵
す
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
「
漢
旧
儀
」
に
謡
う
内
方
・
外
方
は
、
雷
葉
と
し
て
は
出

て
こ
な
い
が
「
羨
道
（
墓
道
）
」
の
内
半
部
・
丁
半
部
を
意
味
し
て

い
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
墓
道
の
外
端
部
が
飛
ば
さ
れ
て
い
る
の
で
、
外
方
の
「
夜
龍
・

莫
撃
剣
・
紅
海
・
伏
火
」
に
栢
当
す
る
も
の
、
さ
ら
に
ト
ン
ネ
ル

墓
道
が
外
部
に
接
す
る
部
分
の
構
造
は
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。

　
愚
管
廊
”
い
わ
ゆ
る
黄
営
営
湊
の
外
側
、
墓
城
内
の
外
周
部
に
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あ
り
、
扁
平
な
木
板
で
仕
切
っ
て
内
外
二
道
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。
外
側
壁
に
は
木
板
を
墓
壁
際
に
立
て
並
べ
、
内
側
壁
は
い
わ
ゆ
る
黄
話
題

湊
の
外
壁
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
周
長
七
七
・
二
魚
、
内
外
と
も
幅
一
・
六
瓜
、
高
三
m
、
平
面
回
字
形
を
呈
す
る
。
両
端
は
町
道
と
呼
ば
れ
て

い
る
墓
道
と
前
室
の
中
問
部
に
接
し
て
い
る
。

　
内
部
に
大
量
の
陶
器
・
陶
欄
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分
が
副
葬
品
の
収
蔵
部
位
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
蕩
が
わ
か
る
。
そ
の
位
置

取
り
が
い
わ
ゆ
る
黄
腸
題
湊
の
外
側
に
く
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
が
「
漢
旧
足
し
に
言
う
「
百
官
の
蔵
」
を
収
め
る
部
分
、
　
「
覆
光
伝
」

に
言
う
「
外
蔵
榔
」
に
あ
た
る
事
は
確
実
で
あ
る
。

　
木
材
に
は
油
松
（
O
げ
一
P
Φ
ω
Φ
　
口
占
一
昌
①
）
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
「
霊
光
高
し
に
言
う
縦
木
（
ま
つ
科
の
木
）
と
は
と
も
に
ま
つ
科
の
木
で
あ
る
点

が
共
通
し
て
い
る
。

　
黄
鳥
題
言
”
他
に
呼
び
様
が
な
く
、
発
掘
報
告
に
も
最
初
か
ら
こ
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
外
販
廊
の
内
側
に
あ
り
、
ひ
の
き

の
心
持
ち
の
角
材
一
五
八
○
○
本
を
□
形
に
つ
み
あ
げ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
角
材
は
長
さ
九
〇
㎝
、
一
〇
c
猷
角
で
、
い
ず
れ
も
木
口
を
内
側
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

棺
の
方
に
向
け
て
積
ま
れ
て
い
る
。
黄
口
題
湊
全
体
で
は
外
径
で
爾
北
一
六
m
、
東
西
一
〇
・
隠
魚
、
高
さ
三
m
を
計
る
。
ひ
の
き
の
角
材
は

た
だ
き
っ
ち
り
と
積
み
重
ね
て
あ
る
だ
け
で
、
柄
・
柄
穴
な
ど
の
特
別
の
組
み
合
わ
せ
の
設
備
は
な
く
、
細
部
を
薄
片
と
木
屑
で
調
整
し
て
い

る
の
み
で
あ
る
。

　
こ
の
恐
ろ
し
く
奇
抜
な
構
造
が
文
献
に
言
う
黄
腸
題
湊
に
あ
た
る
事
は
疑
い
な
い
。
位
置
的
に
み
て
も
中
央
の
棺
安
置
部
分
と
外
側
の
副
葬

品
収
蔵
庫
の
中
間
に
あ
っ
て
、
榔
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
「
漢
旧
号
」
「
導
音
伝
」
の
記
載
と
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
「
震
光
伝
」
の

顔
師
古
注
に
引
く
填
足
が
言
う
よ
う
に
、
ひ
の
き
の
黄
心
の
材
（
心
持
ち
の
材
）
が
野
外
に
文
字
通
り
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
木
口
は
全
て

棺
の
方
に
向
い
て
、
木
の
頭
が
ぎ
っ
し
り
と
集
め
ら
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
榔
室
（
後
室
）
”
網
元
題
湊
の
内
側
の
北
半
分
に
あ
た
る
。
南
北
七
・
二
〇
孤
、
東
西
九
m
、
中
央
部
高
三
・
三
m
。
前
室
よ
り
も
天
井
が

低
く
、
室
内
に
は
更
に
木
板
で
口
形
の
榔
室
が
作
ら
れ
て
い
る
。
榔
室
の
内
部
に
棺
が
安
置
さ
れ
る
。
棺
は
棺
床
の
上
に
置
か
れ
て
い
て
五
重
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漢代大型墓の構造（西村）

に
な
っ
て
い
る
。
最
内
側
の
櫨
は
内
外
と
も
に
黒
漆
塗
り
、
そ
れ
以
外
の
棺
は
外
側
が
黒
漆
塗
り
、
内
側
が
紅
漆
塗
り
に
な
っ
て
い
る
。
外
側

の
二
つ
の
棺
の
南
の
短
辺
に
は
門
扉
が
つ
い
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
出
入
り
し
て
前
室
に
通
じ
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
棺
内
に
は
玉
衣
・
銅
残
金
嵌
玉
龍
頭
枕
の
他
、
玉
簡
・
玉
池
な
ど
の
玉
器
類
が
あ
っ
た
。
盗
掘
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
恐
ら
く
多
量
の
玉
製
品

が
存
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
部
位
が
文
献
に
言
う
西
宮
に
あ
た
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
棺
の
南
側
面
に
門
扉
が
つ
い
て
前
室
と
の
通
路
と
な

っ
て
い
る
事
は
「
生
け
る
が
如
く
死
後
も
生
活
す
る
」
宮
殿
と
し
て
の
梓
宮
に
必
要
不
可
欠
な
設
備
で
あ
ろ
う
。

　
前
室
“
黄
腸
題
湊
の
内
側
の
南
黒
部
に
あ
た
る
。
南
北
七
m
、
東
西
九
m
、
高
約
四
m
で
、
後
室
よ
り
も
天
井
が
高
い
。
前
室
内
に
は
東
西

両
側
に
南
北
方
向
の
地
伏
が
あ
り
、
そ
の
上
に
四
本
の
煮
繭
が
建
っ
て
い
て
、
南
北
方
向
の
三
本
の
梁
を
支
え
る
と
い
う
園
芸
四
柱
の
制
を
取

っ
て
い
た
。
こ
の
梁
か
ら
東
西
方
向
に
円
木
の
横
木
を
わ
た
し
て
覆
い
に
し
て
い
た
。
こ
の
構
造
は
、
地
上
に
お
け
る
家
量
の
形
を
ま
ね
る
こ

と
を
め
ざ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
前
室
内
に
置
か
れ
た
漆
床
二
、
象
牙
製
烏
鷺
棋
、
各
種
器
物
・
食
品
（
陶
壷
・
陶
魁
・
陶
錺
・
獣
骨
）
な
ど
の
遺
物
か
ら
み
て
も
、
こ

こ
が
居
住
と
饗
宴
の
場
を
意
図
し
て
作
ら
れ
た
部
屋
で
あ
る
事
は
疑
い
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
部
位
は
文
献
に
惑
う
便
房
に
あ
た
る
こ
と
に
な
ろ

鴇
つ
。

　
木
室
の
外
周
…
四
周
の
影
壁
と
外
圓
廊
の
外
壁
と
の
間
に
は
厚
さ
三
㎝
の
木
炭
層
が
、
墓
底
に
は
二
〇
㎝
の
木
炭
層
と
五
〇
c
阻
の
由
膏
泥
の

層
、
墓
頂
に
も
五
～
一
〇
c
皿
の
木
炭
層
二
枚
と
四
〇
～
七
〇
c
阻
の
白
膏
泥
の
厨
が
あ
っ
た
。
　
『
漢
書
』
酷
吏
伝
よ
り
皇
帝
陵
に
お
け
る
使
用
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

推
定
し
た
「
炭
」
は
お
そ
ら
く
こ
の
様
な
用
途
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
大
評
語
M
1
の
墓
葬
溝
造
を
文
献
に
見
え
る
皇
帝
陵
と
対
比
さ
せ
て
み
た
。
こ
の
結
果
大
紫
台
M
1
の
墓
葬
構
造
は
、
梓
宮
・
便
房

・
黄
腸
題
湊
・
外
蔵
榔
・
羨
道
に
相
当
す
る
も
の
を
備
え
、
予
想
さ
れ
る
皇
帝
陵
の
構
造
と
細
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
完
全
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ

せ
う
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
大
篠
台
賊
1
は
、
そ
の
製
作
の
動
機
（
下
…
賜
か
模
倣
か
）
は
別
と
し
て
、
当
時
に
お
け
る
皇
帝
陵
の
ス
タ
イ
ル
を

部
分
で
は
な
く
全
体
と
し
て
採
用
し
て
構
築
さ
れ
た
、
皇
帝
陵
に
準
ず
る
墳
墓
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
大
藻
台
M
1
の
発
掘
に
よ
っ
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て
、
我
々
は
皇
帝
陵
め
構
造
全
体
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
本
章
で
は
従
来
文
献
に
よ
っ
て
し
か
知
ら
れ
な
か
っ
た
、
皇
帝
陵
の
制
で
あ
る
黄
腸
特
認
を
持
っ
た
横
穴
式
墓
葬
の
実
例
に
つ
い
て
考
察
し

た
（
以
下
に
は
こ
れ
を
題
湊
の
特
徴
に
注
目
し
て
題
湊
系
横
穴
斎
院
葬
と
呼
称
す
る
こ
と
に
す
る
）
。
大
藻
台
M
1
は
紀
元
前
一
世
紀
前
半
の

燕
王
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
純
然
た
る
皇
帝
陵
で
な
い
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
今
の
所
、
題
男
系
横
穴
式
墓
葬
の
形
態
を

推
測
し
う
る
例
が
こ
れ
一
例
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
に
ど
の
よ
う
な
多
様
性
な
り
時
代
的
変
遷
な
り
が
考
え
ら
れ
る
か

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
西
漢
・
飛
脚
の
皇
帝
陵
に
関
す
る
文
献
と
大
潟
台
M
1
が
ほ
ぼ
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
細
部
に
お
け
る
相
違
は
あ
り

え
て
も
、
梓
宮
・
便
房
が
中
央
に
位
置
し
、
黄
腸
題
湊
が
龍
宮
を
囲
み
、
外
側
に
副
葬
品
が
入
り
、
ト
ン
ネ
ル
羨
道
が
付
く
と
い
う
大
筋
に
つ

い
て
は
も
は
や
動
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
①
　
北
京
市
古
墓
発
掘
弁
公
室
「
大
嵐
台
西
漢
木
榔
墓
発
掘
青
煮
」
文
物
一
九
七
六
　
　
　
　
③
　
二
〇
㎝
角
の
も
の
が
若
干
あ
る
。
注
②
三
二
頁
。

　
　
年
第
六
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
発
掘
例
か
ら
は
確
証
を
得
な
い
が
、
牽
も
恐
ら
く
炭
と
同
一
の
用
法
を
さ
れ
た

　
②
　
魯
瑛
「
玄
談
大
桜
台
西
漢
墓
的
づ
斎
宮
多
ジ
便
傍
〃
．
黄
腸
題
湊
5
」
文
物
一
九
　
　
　
　
　
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
両
為
帝
の
詔
で
は
「
管
炭
を
施
す
こ
と
無
く
」
と

　
　
七
六
年
鎗
叩
六
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
併
称
さ
れ
る
。
本
文
九
四
百
ハ
£
少
照

　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
初
現
・
変
化
・
終
末

　
前
章
で
は
題
湊
系
横
穴
式
墓
誌
そ
の
も
の
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
こ
の
よ
う
な
「
畏
入
り
通
路
を
付
け
た
地
下
宮
殿
」
と
称
し

て
も
よ
い
奇
抜
な
構
造
を
持
つ
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
は
、
中
国
の
王
陵
の
系
譜
の
中
で
ど
の
様
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に

そ
の
初
現
と
終
末
を
探
り
、
あ
わ
せ
て
そ
の
材
質
に
も
言
及
す
る
。

　
0
0
　
初
現
（
戦
国
と
の
つ
な
が
り
）

　
西
漢
・
東
漢
の
皇
帝
陵
で
あ
る
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
は
、
考
古
学
的
に
見
れ
ば
、
横
穴
式
墓
葬
の
中
の
一
形
式
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
横
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漢代大型墓の構造（西村）

穴
式
墓
葬
は
戦
国
秦
の
小
型
竪
井
洞
室
墓
に
源
を
発
し
て
、
既
に
戦
国
後
期
に
出
現
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
墓
葬
は
い
ず
れ
も
、
地
上

よ
り
深
く
掘
ら
れ
た
五
井
の
底
か
ら
横
向
き
に
素
掘
り
の
墓
坑
を
掘
り
進
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
作
り
う
る
墓
室
の
大
き
さ
に
も
限
度
が
あ
る
上
、

墓
詣
内
の
木
室
・
傳
室
の
構
築
も
今
の
所
そ
の
痕
跡
が
み
と
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
方
法
は
、
広
い
面
積
に
わ
た
っ
て
掘
り
込
ん
だ
墓
頒

に
横
穴
式
の
墓
室
・
墓
道
を
作
っ
て
、
土
で
覆
う
や
り
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
後
の
横
穴
式
量
葬
の
や
り
方
に
最
も
近
い
例
を
求
め
れ
ば
、
町
田
章
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
秦
始
皇
陵
の
1
号
陶
桶
坑
に
目
を
向
け
ね

　
　
　
　
①

ば
な
る
ま
い
。
陶
備
坑
は
、
秦
始
皇
陵
の
陪
曳
航
と
し
て
、
軍
団
を
構
成
す
る
陶
桶
群
を
納
め
た
も
の
で
、
広
く
掘
り
下
げ
た
土
振
内
に
頂
部

を
棚
木
で
覆
っ
た
木
室
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
付
属

す
る
門
道
も
斜
講
式
で
は
あ
る
が
、
木
造
ト
ン
ネ
ル
に
近
い

構
造
を
推
定
し
う
る
。
町
田
氏
は
こ
の
陶
桶
坑
の
形
態
と
秦

始
皇
陵
に
関
す
る
文
献
（
『
水
経
注
』
摺
水
条
）
に
も
と
づ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

始
皇
陵
の
内
部
構
造
を
横
穴
式
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
始
皇

の
葬
儀
が
終
了
し
た
後
、
陵
墓
工
事
に
関
係
し
た
工
匠
達
は

始
皇
陵
の
内
部
構
造
を
知
り
す
ぎ
て
い
る
事
を
懸
念
さ
れ
て

殺
さ
れ
た
。

　
『
史
記
』
秦
鶏
糞
木
紀
に
は
、

　
　
大
事
繋
り
て
已
に
蔵
す
れ
ば
、
中
羨
を
閉
じ
、
外
の
羨
門
を

　
　
下
ろ
し
て
尽
く
工
匠
の
蔵
す
る
者
を
閉
じ
て
ま
た
出
ず
る
者

　
　
無
か
ら
し
む
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
一
台
M
1
の
よ
う
な
ト
ン
ネ

図2　陶膏醤塚乙断面
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ル
羨
道
の
内
端
・
外
端
の
門
を
閉
鎖
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
羨
道
の
内
部
に
人
間
を
閉
じ
こ
め
る
形
を
考
え
れ
ば
最
も
よ
く
理
解
し
う
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
秦
始
皇
陵
は
ト
ン
ネ
ル
羨
道
を
持
っ
た
横
穴
式
墓
葬
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

　
ま
た
、
　
『
漢
書
』
楚
元
王
伝
（
列
伝
第
六
）
に
お
い
て
劉
向
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ゑ

　
　
秦
始
皇
帝
は
驕
山
の
阿
に
葬
ら
る
。
…
…
石
鎌
を
游
館
と
な
し
、
人
膏
を
燈
燭
と
な
し
…
…
珍
宝
の
蔵
、
機
械
の
変
、
魚
倉
の
麗
、
宮
館
の
盛
は
あ
げ
て

　
　
た
ず
ぬ
る
べ
か
ら
ず
。

と
述
べ
て
い
る
。
顔
師
古
注
は
、
こ
の
「
游
館
」
に
注
し
て
、

　
　
多
く
石
を
累
ね
て
榔
を
墳
中
に
作
り
、
以
て
離
宮
の
別
館
と
為
す
な
り
。

と
言
っ
て
い
る
。
　
『
史
記
』
泰
始
皇
本
紀
で
は
、
始
皇
陵
の
内
部
に
つ
い
て
、

　
　
榔
を
致
し
て
、
宮
観
・
百
官
、
奇
器
・
珍
怪
を
蔵
よ
り
徒
し
て
こ
れ
に
満
た
す
。

と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
内
済
が
彼
の
墓
中
に
地
上
の
宮
殿
を
模
し
た
死
後
の
宮
殿
を
築
こ
う
と
し
た
事
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
病
中
に
梓
宮
と
監
房
を
設
け
、
死
後
の
居
住
空
間
を
地
上
の
宮
殿
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
漢
代
の
皇
帝
陵
と
そ
の
造
墓
思
想
を
一
に

し
て
い
る
。
横
穴
式
の
構
造
と
あ
い
ま
っ
て
、
血
糖
皇
陵
は
ま
さ
に
瓶
代
皇
帝
陵
の
理
念
上
の
愚
輩
と
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
秦
始
皇
陵
に
は
漢
代
皇
帝
陵
の
最
も
特
色
的
な
構
造
で
あ
る
黄
歯
苔
湊
に
相
当
す
る
施
設
は
、
今
の
所
そ
れ
に
栢
齢
す
る
記
載
が
見

当
ら
な
い
。
但
し
、
黄
落
題
湊
が
盛
代
皇
帝
陵
に
お
い
て
初
め
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
な
い
事
は
確
実
で
、
．
新
湊
そ
の
も
の
は
先
秦
の
文
献
に

そ
の
記
載
を
見
る
菓
が
で
き
る
。
　
『
呂
氏
春
秋
』
巻
十
節
喪
篇
に
言
う
。

　
　
争
い
や
大
き
く
し
て
、
家
は
い
や
富
み
葬
は
い
や
厚
し
。
含
珠
鱗
雲
・
繁
れ
玩
好
貨
宝
・
鐘
鼎
壷
濫
・
羅
馬
衣
被
文
剣
は
あ
げ
て
そ
れ
数
え
る
べ
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ

　
　
諸
の
養
生
の
具
は
備
わ
ざ
る
も
の
な
し
。
題
湊
の
室
は
棺
榔
を
敬
襲
し
、
石
を
積
み
炭
を
積
み
以
て
そ
の
外
に
環
ら
す
。
姦
人
こ
れ
を
聞
き
て
伝
え
て
以

　
　
て
相
告
ぐ
。
上
は
厳
威
・
重
罪
を
以
て
こ
れ
を
禁
ず
る
と
難
も
な
お
止
む
べ
か
ら
ず
。

　
こ
こ
に
逐
う
題
湊
の
室
は
、
　
「
蜜
蝋
」
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、
そ
の
墓
室
形
態
と
し
て
も
竪
穴
式
か
横
穴
式
か
が
明
瞭
で
な
い
。
但
し
、
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漢代大型墓の構造（西村）

戦
国
伝
統
の
竪
穴
式
木
榔
墓
に
よ
っ
て
、
こ
の
文
章
を
解
釈
し
う
る
事
も
事
実
で
あ
る
。
王
伯
供
氏
は
、
琉
璃
閣
M
…
…
の
解
説
に
お
い
て
、
竪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

穴
式
墓
墳
の
周
辺
に
石
と
木
炭
を
詰
め
、
こ
の
中
に
棺
榔
を
置
く
竪
穴
式
木
榔
墓
を
先
述
の
『
呂
氏
春
秋
』
の
墓
葬
の
具
体
例
に
あ
て
て
い
る
。

周
囲
に
石
・
炭
を
詰
め
て
そ
の
内
部
に
棺
榔
を
置
く
形
は
、
華
北
の
企
劃
ク
ラ
ス
の
墓
に
も
見
う
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
戦
国
の
達
観
陵
と
さ
れ
る
河
南
省
輝
県
平
戸
村
M
2
は
馬
具
の
中
に
、
木
材
を
交
互
に
長
手
積
み
・
木
口
積
み
に
し
て
部
分
的
な
題
湊
を
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

つ
た
榔
を
入
れ
、
そ
の
中
に
棺
と
木
炭
を
詰
め
て
い
る
。
ま
た
戦
国
の
中
山
王
国
と
さ
れ
る
河
北
省
平
山
県
三
半
公
社
の
M
1
・
M
6
も
榔
の

　
　
　
ぬ

　
　
　
｝

　　　　　　　　　図3　固囲村2号墓墓坑断面
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形
は
不
明
な
が
ら
、
単
二
と
木
炭
の
囲
い
の
中
に
軽
四
を
作
っ
て
お
り
、
基
本
的
構
造
が
無
職
村
M
2
と
一
致
し
て
い
る
。
大
藻
台
M
1
の
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

腸
題
湊
の
よ
う
な
形
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
竪
穴
式
木
吐
下
の
木
樋
も
「
題
湊
」
と
呼
称
さ
れ
た
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

　
　
『
礼
記
』
檀
弓
篇
上
に
天
子
の
榔
を
記
し
て

　
　
　
柏
榔
は
端
を
以
て
す
。
長
六
尺
な
り
。

と
あ
り
、
郵
玄
は
こ
れ
に
注
し
て

　
　
　
端
を
以
て
題
湊
す
る
な
り
。
其
れ
方
は
蓋
し
一
尺
。
題
は
…
…
頭
な
り
。
湊
は
…
…
聚
な
り
。

と
雷
っ
て
い
る
。
一
尺
四
方
の
木
の
頭
が
聚
ま
る
と
す
る
郵
玄
の
解
釈
は
、
恐
ら
く
累
代
の
知
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
漢
代
の
天
子
の
榔
で

幽
あ
る
黄
腸
題
湊
を
念
頭
に
お
い
て
の
発
言
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
先
述
の
固
囲
村
M
2
の
木
榔
に
も
糖
の
方
に
木
口
を
向
け
た

木
材
の
積
み
方
が
部
分
的
に
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
竪
穴
式
木
叢
墓
の
木
榔
を
念
頭
に
お
い
て
理
解
し
て
も
『
礼
記
』
の
本
文
の
解
読

は
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
『
礼
記
』
の
本
文
に
言
う
「
天
子
の
榔
」
を
、
　
『
撃
高
春
秋
』
に
「
題
湊
の
室
し
と
さ
れ
る
も
の
と
同
一
構
造
と
考

え
、
そ
の
実
例
を
固
勘
案
M
2
の
木
鼻
の
形
に
求
め
れ
ば
、
　
『
山
影
春
秋
』
に
お
い
て
な
ぜ
に
姦
人
が
こ
れ
を
ま
ね
る
こ
と
が
厳
威
・
重
罪
を

も
っ
て
禁
じ
ら
れ
た
か
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
戦
国
時
代
の
横
穴
式
墳
墓
で
題
額
を
有
す
る
例
が
今
の
所
見
当
ら
な
い
以
上
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
毒
草
は
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
よ
う
な

横
穴
式
事
室
構
造
に
置
か
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
固
囲
村
M
2
な
ど
の
よ
う
な
竪
穴
嘉
木
榔
墓
の
榔
を
指
し
示
す
言
葉
と
解

す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
『
礼
記
』
喪
大
記
篇
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ

　
　
　
君
の
残
に
は
輔
を
用
い
、
農
め
て
上
に
至
り
、
畢
く
塗
り
て
屋
と
す
。

と
言
い
、
そ
の
鄭
玄
の
注
は
、

　
　
　
鐵
は
猶
茸
の
ご
と
き
な
り
。
屋
は
雄
馬
の
潜
屋
の
如
き
も
の
な
り
。
…
…
天
子
の
残
は
棺
を
居
ら
し
む
る
に
窯
業
を
以
て
す
。
木
を
擾
め
て
題
請
し
て
榔
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を
象
る
。

と
言
う
。
つ
ま
り
天
子
の
霊
足
車
の
周
囲
に
は
題
湊
の
形
で
木
を
棺
よ
り
高
く
積
み
上
げ
、
そ
の
上
に
塗
り
固
め
て
屋
根
を
つ
け
る
の
で
あ
る
。

同
じ
く
『
礼
記
』
檀
弓
篇
上
に
は

　
　
　
　
　
　
　
あ
っ

　
　
天
子
の
残
に
は
叢
め
て
龍
輔
に
塗
り
て
以
て
榔
と
す
。

と
言
い
、
そ
の
鄭
玄
の
注
は
、

　
　
　
　
あ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ

　
　
木
を
叢
め
て
以
て
龍
楯
に
周
ら
し
、
榔
の
如
く
に
し
て
こ
れ
に
塗
る
。

と
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
題
湊
の
形
態
を
取
る
木
材
の
集
積
物
が
墓
前
に
お
け
る
榔
と
し
て
で
は
な
く
、
霊
肝
属
の
覆
い
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
題
湊
の
用
途
が
墓
中
に
と
ど
ま
ら
な
い
事
が
わ
か
る
。

　
古
来
、
中
国
に
お
い
て
は
、
松
柏
の
木
に
は
強
い
生
気
が
浸
み
込
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
死
骸
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
作
用
を
持
っ
て
い
る
と
考

　
　
　
　
　
⑦

え
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
柏
木
（
ひ
の
き
）
を
集
め
て
、
柏
木
に
浸
み
込
ん
だ
生
気
に
よ
っ
て
霊
雨
車
や
糖
を
包
み
込

む
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
死
体
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
に
は
最
も
有
効
な
方
法
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
木
の
生
気
が
木
の
内
部
、

特
に
中
心
部
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
棺
の
方
に
木
口
が
向
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
し
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

使
用
す
る
木
の
本
数
を
増
や
し
て
た
く
さ
ん
の
生
気
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
そ
の
木
材
も
心
去
り
の
材
で
は
な
く
、
生
気
の
エ
キ

ス
を
含
ん
だ
黄
心
の
材
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
大
量
台
M
1
に
お
い
て
は
発
掘
時
に
お
い
て
も
、
黄
腸
題
湊
の
部
分
に
積
ま
れ
た
ひ
の
き
に
芳
香
が
残
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら

く
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
「
ひ
の
き
の
生
気
」
は
具
体
的
に
は
「
芳
香
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ひ
の
き
が
睡
中

の
榔
と
し
て
題
湊
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
、
糖
の
周
辺
を
ひ
の
き
の
木
口
で
囲
む
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
同
様
の
作
用
を
期
待
し
て
の
こ

と
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
題
湊
は
「
棺
に
緯
ら
す
防
護
用
の
カ
プ
セ
ル
」
が
そ
の
本
来
の
機
能
な
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
癖
馬
と
い
う
言
葉
は
墓
室
形
態
と
し
て
の
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竪
穴
式
・
横
穴
式
と
い
っ
た
概
念
と
は
、
そ
の
言
葉
の
原
義
上
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
け
得
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
竪
穴
式
・
横
穴
式
の
ど
ち

ら
の
構
造
に
お
い
て
も
黄
腸
題
湊
は
作
り
得
る
。
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
題
湊
の
溝
形
を
固
囲
村
M
2
の
木
榔
や
『
呂
氏
春
秋
』
　
『
礼
譲
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

求
め
て
も
筋
ち
が
い
と
は
雷
え
な
い
事
が
題
湊
の
原
義
に
基
い
て
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
愚
蒙
の
皇
帝
陵
た
る
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
は
、
題
湊
を
形
を
異
に
す
る
が
戦
国
の
竪
穴
式
木
榔
墓
よ
り
、
横
穴
式

墓
室
形
態
を
秦
始
皇
陵
よ
り
系
譜
的
に
は
受
け
継
い
で
い
る
と
言
う
事
が
で
き
る
。
従
っ
て
漢
代
替
帝
陵
は
秦
始
皇
陵
も
含
め
た
戦
国
濫
費
の

継
承
発
展
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
般
に
漢
は
秦
制
を
受
け
継
ぐ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
黄
腸
題
湊
が
秦
鰯
に
存
在
す
る
か
否
か
が
、
漢
皇
帝
陵
が
秦
制
の
み
を
受
け
継
ぐ
も
の

で
あ
る
か
否
か
を
決
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
『
呂
氏
春
秋
』
節
喪
編
に
見
え
る
信
認
は
、
　
『
呂
氏
春
秋
』
そ
の
も
の
の
成
り
立
ち
か
ら
考
え
て
そ

の
製
作
さ
れ
て
い
た
地
域
を
確
定
し
難
い
。
始
皇
陵
も
含
め
た
戦
国
秦
王
陵
に
題
湊
が
存
在
し
た
か
否
か
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
②
変
化
（
材
質
）

　
次
に
野
葬
の
構
成
材
料
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
大
難
台
M
1
が
全
て
木
製
の
構
造
を
取
る
の
に
対
し
、
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
に
そ
れ
以

外
の
材
質
が
考
え
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
　
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
下
に
は
「
方
石
治
黄
腸
題
湊
便
房
」
と
あ
り
、
石
製
の
黄
腸
題
湊
・
便
房
が
考
え

ら
れ
る
。
華
北
地
方
に
お
け
る
木
材
不
足
の
深
刻
さ
が
、
東
出
代
に
お
け
る
石
室
墓
・
単
記
墓
の
流
行
に
拍
車
を
か
け
た
事
は
充
分
推
定
で
き

　
　
　
　
⑩

る
事
で
あ
り
、
ま
し
て
や
黄
腸
題
湊
の
よ
う
な
、
お
よ
そ
高
価
な
木
材
の
浪
費
と
し
か
言
え
な
い
構
造
を
作
り
得
る
期
間
と
人
物
が
限
ら
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
定
さ
れ
る
。

　
『
後
漢
書
』
劉
焉
伝
（
列
伝
第
三
十
二
）
に
劉
焉
の
墓
の
築
造
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま
ま

　
　
立
つ
こ
と
五
十
二
年
に
し
て
、
永
元
二
年
（
》
・
U
・
㊤
O
年
）
麗
ず
。
…
…
是
の
聴
贅
太
后
朝
に
臨
み
、
寳
憲
兄
弟
権
を
檀
に
す
。
太
后
及
び
憲
等
は
東

　
　
海
の
出
な
り
。
故
に
焉
と
睦
じ
く
し
て
…
…
大
い
に
為
に
家
螢
を
修
め
、
神
道
を
開
き
、
吏
人
の
家
墓
を
平
幸
す
る
こ
と
千
を
以
て
数
え
、
作
る
者
は
万

　
　
余
人
な
り
。
常
山
・
鈍
鹿
・
藩
王
の
柏
の
黄
腸
・
雑
木
を
発
す
れ
ど
も
、
三
郡
県
う
る
能
わ
ず
。
復
た
余
州
の
郡
の
工
徒
及
び
送
致
す
る
者
数
千
人
を
調
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し
、
凡
そ
徴
発
揺
動
す
る
こ
と
六
三
十
八

　
　
郡
、
制
度
は
余
国
の
及
ぶ
も
の
莫
し
。

　
す
な
わ
ち
、
》
U
・
㊤
O
年
に
麗
じ
た
中
山

簡
王
劉
焉
は
、
生
前
賢
氏
と
親
し
か
っ
た
と

い
う
縁
故
か
ら
自
分
の
墓
の
築
造
の
際
に
、

自
国
以
外
の
州
郡
か
ら
も
柏
の
黄
腸
と
雑
木

を
徴
発
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
が
、
集
め
ら
れ

な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
柏
の

黄
腸
無
識
を
墓
内
に
作
る
た
め
の
徴
発
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
で
は
腔
腸
が
集

め
ら
れ
な
か
っ
た
中
山
簡
王
劉
焉
の
実
際
の

墓
は
ど
の
よ
う
な
材
料
で
ど
の
よ
う
な
構
造

に
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
幸
い
に
中
山

簡
王
面
懸
の
墓
と
推
定
さ
れ
る
中
山
王
墓
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

発
掘
さ
れ
て
い
る
。
定
県
北
庄
漢
墓
で
あ
る
。

　
定
心
北
庄
漢
墓
は
、
出
土
品
の
金
鍍
玉
露

の
上
に
「
中
山
」
の
墨
書
が
あ
り
、
刻
石
の

銘
文
に
中
山
国
以
外
の
郡
国
名
が
あ
っ
て
、

築
造
に
徴
発
さ
れ
た
人
間
が
極
め
て
広
範
囲

図5定県北庄漢墓

O　5rv1
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か
つ
多
数
に
の
ぼ
る
事
か
ら
中
山
王
陵
と
推
定
さ
れ
た
。

　
墓
室
は
全
て
傳
築
で
あ
り
、
そ
の
墓
室
を
す
っ
ぽ
り
と
覆
う
形
で
解
糖
が
築
か
れ
て
い
る
。

　
そ
の
墓
室
構
造
は
多
少
の
変
形
は
あ
る
が
題
湊
系
横
穴
堅
塁
葬
に
属
す
る
。
中
央
の
厚
さ
約
二
・
五
m
の
傳
壁
が
黄
腸
題
湊
に
、
そ
の
内
部

が
梓
宮
に
、
回
廊
部
が
外
型
榔
に
あ
た
る
。
単
子
に
相
当
す
る
部
分
は
推
定
が
む
ず
か
し
い
が
、
主
導
に
六
皿
ほ
ど
の
奥
行
が
あ
る
の
で
主
室

前
半
部
と
も
し
う
る
し
、
糞
腸
題
湊
か
ら
は
、
は
み
出
す
こ
と
に
な
る
が
前
室
に
あ
て
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
柏
の
黄
腸
が
集
め
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
記
事
も
、
本
来
柏
木
の
黄
腸
題
湊
た
る
べ
き
部
分
が
傳
で
築
か
れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
事
実
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
粕

の
雑
木
を
集
め
て
炭
を
作
り
得
な
か
っ
た
事
が
、
感
恩
を
石
踏
で
覆
っ
た
理
由
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
来
、
木
で
作
る
べ
き
黄
腸
題
湊
を
、
傳
・
石
な
ど
で
代
用
す
る
例
は
、
こ
の
北
庄
漢
墓
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
東
漢
の
都
で
あ
る
洛
陽
よ
り
、
一
般
に
「
黄
腸
石
」
と
呼
ば
れ
る
石
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
羅
振
玉
氏
の
収
集
し
た
石
が
五
九
個
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

そ
の
中
に
年
号
の
あ
る
も
の
が
五
四
石
あ
る
。
内
訳
は
遺
託
（
》
d
．
嵩
。
。
～
H
。
。
b
。
年
）
の
年
号
を
も
つ
も
の
四
五
、
陽
嘉
（
鋭
U
」
認
～
H
ω
㎝
年
）
が

三
、
元
嘉
（
》
∪
・
嵩
同
～
H
認
年
）
が
二
、
建
寧
（
鋭
∪
・
嵩
。
。
～
ド
認
年
）
が
三
、
嘉
、
平
（
》
」
）
」
認
～
嵩
。
。
年
）
が
一
で
あ
る
。
　
ま
た
こ
れ
以
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
、
周
進
氏
の
『
居
貞
草
堂
漢
籍
曲
面
』
に
永
々
（
》
・
U
」
O
『
～
目
ω
年
）
が
一
つ
あ
る
。
い
ず
れ
も
二
世
紀
の
年
号
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
そ
の
銘
文
に
統
一
的
な
書
き
方
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

　
　
熟
平
一
7
5
年
十
月
二
十
九
日
更
黄
腸
橡
王
條
主
、
第
九
百
廿
五
…
…
…
…
（
陶
斉
旧
事
）

　
　
建
寧
五
年
三
月
十
四
日
更
黄
腸
橡
王
條
主
…
…
…
・
…
…
…
・
・
…
…
…
（
羅
振
玉
蔵
）

　
　
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
更
黄
腸
史
嚢
庚
主
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
（
周
進
蔵
）

　
　
建
寧
四
年
十
一
月
…
…
黄
腸
石
…
…
（
主
吏
の
名
不
明
）
…
…
（
『
水
経
論
』
所
載
）

　
三
振
玉
翰
は
黄
腸
題
言
が
天
子
の
葬
制
で
あ
る
こ
と
、
天
子
に
は
寿
陵
の
制
が
あ
る
事
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ら
の
石
を
皇
帝
陵
の
も
の
と
考

　
⑮

え
た
。
そ
の
上
で
、
永
建
・
陽
嘉
の
石
は
順
帝
（
～
｝
U
．
H
濠
年
）
の
憲
陵
、
元
嘉
は
桓
帝
（
～
｝
U
■
嵩
刈
年
）
の
宜
陵
、
建
学
・
半
平
は
霊
帝
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図6　黒平元年黄腸石

讃鑑譲1
（
～
｝
U
・
μ
。
。
㊤
年
）
の
文
面
の
石
と
考
え
て
い
る
。
百
石
に
も
満
た
な
い
例
の
中
で
の
話
で
「
あ
る
が
、
た
し
か
に
羅
振
玉
氏
の
主
張
に
都
合
の
よ

い
年
号
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
の
製
作
監
督
者
に
「
橡
」
「
史
」
と
い
っ
た
官
僚
が
当
た
っ
て
い
る
こ
と
、
同
じ

跨
・
U
●
嵩
b
。
年
の
三
月
十
四
日
と
十
月
二
十
九
日
の
黄
腸
石
を
橡
の
王
事
な
る
同
一
人
物
が
管
理
し
て
扱
っ
て
い
る
事
か
ら
考
え
て
も
、
そ
の

使
用
対
象
が
皇
帝
陵
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
陶
斉
蔵
石
記
』
に
載
せ
る
禺
伯
石
に
は
「
禺
伯
石
皿
三
尺
厚
二
尺

長
三
尺
三
寸
弟
…
…
仕
込
元
年
十
一
月
省
…
…
」
と
刻
し
て
お
り
、
　
「
省
」
は
「
省
其
工
」
の
意
と
思
わ
れ
る
の
で
、
や
は
り
石
の
製
作
の
公

的
な
監
督
老
の
存
在
が
想
定
で
き
る
。
永
初
の
一
石
は
も
し
皇
帝
陵
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
直
面
（
～
》
∪
」
b
。
㎝
年
）
の
海
鞘
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
石
に
「
鼻
血
に
更
え
る
」
意
味
の
銘
が
あ
る
以
上
、
そ
の
使
用
部
位
が
定
事
北
島
漢
墓
の
傳
の
黄
腸
題
湊
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る

こ
と
は
疑
い
な
い
。
二
世
紀
に
即
位
し
た
後
漢
の
皇
帝
の
う
ち
、
在
位
年
代
に
幅
が
あ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
寿
陵
を
作
り
得
た
皇
帝
は
、

魏
代
に
入
っ
て
亮
じ
た
献
帝
を
除
く
と
、
風
動
・
順
帝
・
桓
帝
・
霊
帝
の
四
人
で
あ
る
。
羅
氏
の
説
を
容
れ
れ
ば
そ
の
い
ず
れ
も
が
石
の
黄
腸

題
湊
を
作
っ
て
い
た
可
能
性
を
も
つ
事
に
な
る
。

　
春
蚕
題
言
を
全
て
石
・
傳
で
作
る
事
は
本
来
は
木
が
入
手
で
き
な
い
場
合
の
止
む
を
得
な
い
処
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
も
し

黄
腸
題
湊
の
本
来
的
な
意
味
が
誤
ま
た
ず
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
石
・
傳
の
黄
平
題
湊
が
全
く
そ
の
機
能
を
果
た
さ
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
は
充
分
承
知
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
た
と
え
大
が
か
り
な
黄
腸
題
言
は
無
理
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
便
法
を
試

　
　
　
　
轟
サ

み
る
こ
と
に
よ
っ
て
少
な
い
木
で
黄
騒
騒
湊
の
実
を
上
げ
よ
う

と
い
う
努
力
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

　
『
周
礼
』
夏
官
方
相
氏
に
天
子
の
大
喪
の
際
の
こ
と
を
記
し

て
、　

　
方
響
氏
、
大
喪
に
は
枢
に
先
ん
じ
て
墓
に
及
ん
で
坑
に
入
り
、

　
　
爽
を
以
て
四
隅
を
撃
ち
蝦
蟹
を
殴
る
。

93　（871）



「

と
述
べ
る
。
こ
の
郵
玄
の
注
に
は
、

　
　
方
良
は
圏
両
な
り
。
天
子
の
榔
は
柏
の
黄
腸
を
裏
と
為
し
、
表
は
石
を
以
て
す
。
国
語
に
曰
く
「
木
石
の
怪
蔓
は
圏
両
な
り
。
」
と
。

と
言
い
、
頁
公
彦
の
疏
は
、

　
　
　
　
　
　
　
た
も
　
　
　
　
あ
ら

　
　
圏
両
の
義
を
有
つ
を
見
わ
さ
ん
と
欲
す
。
故
に
漢
法
を
引
き
て
証
と
為
す
。
又
、
（
『
礼
奏
』
）
檀
弓
に
云
う
。
　
「
天
子
の
誤
認
は
端
を
以
て
す
。
長
六
尺

　
　
な
り
。
」
と
。
榔
の
柏
な
る
を
雷
う
は
満
ち
柏
の
心
の
黄
腸
を
取
り
て
榔
の
襲
を
為
る
な
り
。
故
に
漢
は
依
り
て
こ
れ
を
用
い
、
表
は
石
を
以
て
す
。
古

　
　
に
は
言
無
し
と
錐
ど
も
漢
も
ま
た
古
に
依
り
て
来
ら
ば
蓋
し
周
蒔
に
も
ま
た
表
は
石
を
以
て
せ
ん
。
故
に
乱
伐
を
有
つ
な
り
。

と
言
う
。
名
代
の
天
子
の
榔
は
裏
木
表
石
で
あ
り
、
こ
の
制
は
周
欄
よ
り
引
き
継
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
鄭
玄
は
木
石
の
怪
で
あ
る
閏

両
が
周
代
の
天
子
の
榔
に
宿
る
こ
と
を
言
う
為
に
漢
心
を
引
い
て
証
と
し
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
夏
蚕
（
｝
H
）
・
這
『
～
b
。
O
O
年
）
は
後
漢
の

人
で
あ
り
、
二
世
紀
の
皇
帝
陵
は
本
物
の
黄
腸
題
湊
と
黄
腸
石
を
表
裂
に
半
分
ず
つ
組
み
合
わ
せ
た
構
造
を
取
っ
て
い
た
可
能
性
が
窺
え
る
。

　
㈲
終
　
　
　
末

　
②
に
述
べ
た
通
り
、
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
は
そ
の
材
質
・
細
部
形
態
は
別
に
し
て
、
斎
垣
の
文
陵
に
ま
で
そ
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
次
に
そ
の
終
末
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
魏
の
文
帝
は
、
黄
初
三
年
（
》
・
U
・
b
。
b
。
b
。
）
冬
十
月
、
自
ら
の
寿
陵
を
作
る
に
あ
た
っ
て
終
剃
に
関
す
る
詔
を
発
布
し
た
。

　
　
…
…
寝
殿
を
立
て
、
園
邑
を
造
り
、
神
道
を
通
す
こ
と
無
か
ら
し
め
ん
と
す
。
…
…
棺
榔
は
以
て
骨
を
朽
ち
さ
す
る
に
足
る
に
為
り
、
衣
裳
は
以
て
肉
を
朽
ち

　
　
さ
す
る
に
足
る
の
み
。
…
…
葦
炭
を
施
す
こ
と
無
く
、
金
銀
銅
鉄
を
蔵
す
る
こ
と
無
く
、
一
に
瓦
器
を
以
て
し
、
古
の
塗
車
・
娚
霊
の
義
に
合
せ
よ
。
棺
は
た

　
　
だ
漆
を
三
過
に
際
会
し
、
飯
含
す
る
に
珠
玉
を
以
て
す
る
こ
と
無
く
、
珠
儒
玉
匝
を
施
す
こ
と
、
諸
の
愚
俗
の
為
す
所
を
無
か
ら
し
め
ん
と
す
る
な
り
。
…
…

　
こ
の
詔
は
、
従
来
は
玉
壷
（
玉
匝
）
の
廃
止
に
関
連
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
文
章
の
全
体
を
み
て
み
る
と
、
こ
の
詔
に
よ
っ

て
廃
止
さ
れ
る
も
の
は
、
薬
王
に
つ
め
る
葦
炭
に
は
じ
ま
っ
て
金
銀
銅
鉄
の
副
葬
品
、
ぜ
い
た
く
な
棺
、
含
玉
・
玉
霰
、
諸
の
愚
俗
の
な
す
所

に
ま
で
及
び
、
ま
さ
に
心
緒
を
構
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
物
資
に
わ
た
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
魚
心
の
詔
の
目
的
は
墨
壷
の
皇
帝
陵
を
は
じ
め
と
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す
る
大
型
墓
葬
に
見
ら
れ
る
浪
費
的
墓
葬
の
全
体
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
点
に
存
し
て
い
る
。

　
黄
腸
題
湊
が
こ
の
詔
の
時
点
ま
で
残
存
し
て
い
た
確
証
は
今
の
房
得
ら
れ
な
い
が
、
も
し
仮
に
残
存
し
て
い
た
と
し
て
も
「
諸
の
愚
俗
の
な

す
所
」
に
黄
腸
題
湊
が
含
ま
れ
て
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
容
易
に
推
察
し
う
る
。
棺
榔
を
骨
を
朽
ち
さ
せ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
意
識
が

あ
る
以
上
、
黄
難
題
湊
は
全
く
不
必
要
な
構
造
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
黄
初
三
年
の
詔
は
皇
帝
陵
と
し
て
の
算
盤
系
横
穴
式
不
買
の
終

末
を
考
え
る
；
の
メ
ド
と
し
う
る
で
あ
ろ
加

　
①
　
始
皇
陵
撮
記
坑
考
古
発
掘
隊
「
霜
曇
県
秦
備
坑
試
掘
第
一
号
簡
報
」
文
物
一
九
　
　
　
　
　
彩
鰹
塚
は
興
言
の
竪
穴
式
岩
漿
系
の
題
湊
の
例
と
し
う
る
が
、
後
漢
代
の
墓
で
あ

　
　
七
五
年
十
一
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
で
、
横
入
り
墓
門
が
付
い
て
変
形
し
て
い
る
。

　
②
第
一
章
注
①
の
1
6
、
四
～
六
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
長
広
敏
雄
「
序
説
画
象
石
と
は
何
か
」
『
出
代
画
象
の
研
究
』
　
九
六
五
年

　
③
深
紫
科
学
院
考
古
研
究
所
『
輝
県
発
掘
報
告
』
一
九
五
六
年
、
三
三
～
三
四
頁
　

⑬
河
北
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
北
厚
綿
北
嶺
漢
墓
発
掘
報
告
」
考
古
学
報
一

　
④
　
注
③
八
四
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
四
年
第
二
期

　
⑤
　
河
北
省
文
物
管
理
処
「
河
北
省
平
山
県
戦
国
時
期
中
山
圏
甲
唄
発
掘
簡
報
」
文
　
　
　
　
⑫
　
馬
鞭
「
中
国
金
石
学
概
要
」
北
京
大
学
研
究
所
国
学
門
月
刊
一
巻
六
号
　
一
九

　
　
物
一
九
七
九
年
第
一
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
年
、
　
『
凡
将
斉
金
石
叢
稿
』
一
九
七
七
年
所
収
。

　
　
　
河
北
省
文
物
管
理
処
『
河
北
省
平
山
県
戦
国
中
山
王
墓
出
土
文
物
展
覧
簡
介
』
　
　
⑬
羅
振
玉
「
丙
寅
叢
叢
腸
石
拓
本
蹟
」
「
松
翁
愚
稿
漢
黄
腸
石
拓
本
賊
」
『
羅
雪

　
　
一
九
七
九
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂
先
生
全
集
続
編
』

　
⑥
平
山
県
三
汲
公
社
M
1
の
鄭
室
か
ら
出
土
し
た
銅
版
兆
域
図
に
「
夫
人
堂
四
百
　

⑭
楊
宝
達
『
壁
代
婚
喪
礼
受
二
十
一
九
三
三
年
、
九
七
頁

　
　
五
十
尺
、
稗
棺
中
棺
視
哀
后
、
其
提
蹉
（
題
湊
ノ
長
三
尺
」
の
銘
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
⑯
　
馬
衡
玩
も
同
意
見
で
あ
る
。
注
⑫
参
照

　
　
　
朱
徳
熈
・
羨
錫
圭
両
氏
は
こ
の
「
提
疑
」
を
「
題
湊
」
に
あ
て
て
い
る
。
　
　
　
　
　
⑯
　
『
三
国
志
』
卜
書
文
帝
紀

　
　
　
離
愁
煕
・
炎
錫
圭
「
平
山
中
山
王
郷
里
器
銘
文
的
初
歩
研
究
」
文
物
一
九
七
九
　
　
　
　
⑰
　
脊
龍
二
年
（
〉
．
u
．
N
認
）
後
漢
の
献
帝
で
あ
る
山
陽
公
が
難
じ
、
漢
の
礼
で
葬

　
　
年
第
一
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
。
（
『
三
国
志
』
魏
書
明
帝
紀
）
斐
松
之
注
に
引
く
「
献
帝
伝
」
で
は
「
命

　
⑦
第
一
章
注
①
の
1
5
、
八
一
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
徒
、
司
空
持
節
粥
祭
護
喪
、
光
禄
・
大
鴻
櫨
為
副
、
将
作
大
匠
復
土
、
将
軍
営

　
⑧
第
三
章
注
①
二
四
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
陵
墓
、
乃
置
百
官
群
吏
、
車
旗
服
章
喪
葬
礼
儀
、
一
如
漢
氏
塗
薬
」
と
し
て
い

　
⑨
『
選
奨
論
』
翼
翼
散
不
足
の
条
に
み
え
る
「
繍
取
口
湊
」
は
、
竪
穴
式
木
榔
系
　

る
。
も
し
こ
の
「
礼
」
が
墓
室
構
造
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
題
湊
系
横
穴
式
墓

　
　
の
題
湊
の
壁
薦
に
刺
繍
し
た
布
を
垂
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葬
の
築
造
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
駒
井
湘
愛
「
中
国
墳
墓
の
変
遷
」
『
中
国
考
古
学
諭
最
』
一
九
七
四
年
、
所
収
、
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五
　
漢
代
墓
葬
の
横
造
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前
章
ま
で
に
お
い
て
、
漢
代
皇
帝
陵
の
構
造
で
あ
る
題
晶
系
横
穴
式
墓
葬
を
文
献
・
発
掘
例
の
両
面
よ
り
対
比
し
、
そ
の
変
遷
を
追
っ
て
み

た
。
漢
代
皇
帝
陵
の
構
造
に
は
元
来
何
ら
か
の
一
定
の
決
め
ら
れ
た
形
態
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と

は
む
ず
か
し
い
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
下
の
劉
言
言
に
言
う
様
な
「
礼
」
の
規
定
と
い
う
形
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
黄
図
題
湊
は
た
と
い
木
材
不
足
と
い
う
様
な
難
し
い
条
件
を
抱
え
な
が
ら
も
形
式
的
に
二
世
紀
ま

で
残
存
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
敷
聾
し
て
い
く
と
譜
代
皇
帝
陵
の
基
本
構
造
自
体
も
漢
窯
を
通
じ
て
余
り

変
化
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
に
連
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
皇
帝
陵
の
構
造
の
各
部
分
は
、
臣
下
に
対
し
て
下
賜
さ
れ
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。
最
も
例
が
多
い
の
は
梓
棺
（
画
櫨
・
朱
棺
）
の
例

　
　
①

で
あ
る
。
梓
棺
の
下
賜
が
一
定
の
墓
室
構
造
の
選
択
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
く
と
は
思
え
な
い
が
、
葉
叢
題
湊
や
便
意
が
下
賜
さ
れ
る
例
が

あ
る
点
を
考
え
る
と
、
皇
帝
陵
の
墓
室
構
造
の
部
分
が
下
賜
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
事
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
様
な
賜

与
は
必
然
的
に
大
型
墓
被
葬
者
ク
ラ
ス
に
対
す
る
皇
帝
の
側
か
ら
行
な
う
墓
葬
の
一
つ
の
秩
序
づ
け
と
も
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
下
賜
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
な
ク
ラ
ス
の
獣
姦
に
は
、
題
言
系
横
穴
式
墓
葬
の
変
化
形
に
属
す
る
形
態
が
出
現
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
下
賜
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
題
六
器
横
穴
式
墓
葬
が
模
倣
的
に
製
作
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
理
念
の
み
の
模
倣
で
あ
る
か
、
プ
ラ
ン
を

意
識
し
て
の
模
倣
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
ま
た
様
々
の
構
造
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
下
、
現
在
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
漢
代
の
各
種
墓
葬
を
逐
次
取
り
上
げ
て
、
そ
の
構
造
を
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
を
基
準
に
し
て
考
察
し

て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
㈲
満
城
漢
墓
鍛
1

　
河
北
省
満
城
県
に
存
す
る
。
副
葬
銅
器
に
「
中
山
内
府
」
　
「
中
山
平
門
の
刻
銘
が
あ
り
．
同
時
に
記
さ
れ
た
王
の
在
位
年
数
に
三
箇
年
以
上
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図7　満城1号漢墓 の
も
の
が
数
多
く
あ
る
。
死
者
が
金
壷
玉
壷
を
身
に
つ
け
て
い
た
事
と
舎
わ
せ
て
、
忠
良
の
庶
兄
に
あ
た
る
中
山
靖
王
劉
勝
が
被
葬
者
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

　
墓
は
山
の
中
腹
よ
り
掘
り
込
ま
れ
た
崖
墓
で
、
全
長
五
一
・
七
m
、
最
大
幅
三
七
・
五
m
、
最
高
部
六
・
八
m
。
墓
道
・
孝
道
に
続
い
て
書

室
・
後
室
が
あ
り
、
雨
道
の
左
右
に
細
長
い
耳
室
が
設
け
ら
れ
る
。
後
室
の
周
囲
に
は
回
廊
が
一
周
し
て
掘
ら
れ
て
い
る
。

　
墓
道
は
全
長
二
〇
数
m
で
副
葬
品
は
納
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
南
耳
癖
は
長
さ
一
六
燃
、
幅
三
m
強
の
細
長
い
洞
室
で
、
馬
車
六
両
・
馬
一
七
匹
他
を
入
れ
て
い
る
。
天
井
に
は
覆
盤
が
あ
っ
た
。
遺
物
と

し
て
は
、
羨
道
内
方
に
置
か
れ
る
「
大
車
・
六
馬
」
に
網
書
す
る
。
こ
の
南
山
室
は
皇
帝
陵
に
お
け
る
羨
道
内
方
の
機
能
を
不
十
分
な
が
ら
代

行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
耳
室
は
大
小
・
作
り
が
南
耳
室
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
五
〇
〇
件
以
上
の
陶
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
が
入
っ
て
い
た
。
外
蔵
榔
に
入
れ
ら
れ
る
副
葬
贔
の
明
器
に
あ
た
る
。
北
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
自
体
も
外
蔵
榔
の
前
の
部
分
に
あ
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
L
噛

　　

。，1

　
中
室
は
方
形
に
近
い
部
麗
で
、
長
さ
約
一
五
孤
、
幅
＝
蓋
強
。
こ
の
中
に
、

木
造
の
歴
根
付
き
の
建
物
（
間
口
三
間
、
奥
行
三
間
）
を
建
て
て
い
た
。
騰
根

に
は
瓦
が
葺
か
れ
て
お
り
、
丸
瓦
・
平
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
倦
従
奴
僕
の
桶

の
他
、
日
常
生
活
用
品
が
多
数
入
っ
て
お
り
、
帷
帳
の
金
具
が
二
張
分
発
見
さ

れ
て
い
る
。
遺
物
か
ら
み
て
も
、
こ
こ
が
死
老
の
贋
住
空
間
・
饗
宴
の
場
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
墓
内
の
部
位
的
に
も
機
能
的
に
も
細
螺
に
椙
当
す
る
。
満

城
M
1
の
二
つ
の
維
帳
が
大
藻
台
M
1
の
二
つ
の
漆
床
に
、
満
城
M
1
の
瓦
葺

建
物
が
大
篠
台
M
1
の
三
又
四
柱
の
制
を
持
つ
木
造
建
築
に
あ
た
る
。
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中
室
の
後
部
に
は
、
漢
白
玉
石
製
の
門
を
介
し
て
後
室
が
作
ら
れ
る
。
後
室
内
部
一
杯
に
板

石
で
作
っ
た
石
室
が
入
り
、
そ
の
石
室
内
壁
に
は
一
面
に
紅
漆
を
塗
っ
て
い
た
。
石
室
北
端
の

棺
床
の
上
に
棺
が
置
か
れ
、
そ
の
周
辺
に
金
位
玉
門
の
他
、
多
量
の
玉
器
類
（
壁
な
ど
）
が
置

か
れ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
は
、
加
島
に
相
当
し
よ
う
。
位
置
的
に
も
便
房
の
後
方

に
あ
る
。
室
内
の
石
室
は
大
童
台
M
1
の
五
層
の
棺
の
最
外
層
の
棺
に
相
当
す
る
。
か
な
り
大

き
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
石
室
内
部
に
紅
漆
が
塗
ら
れ
て
い
た
の
は
、
石
室
全
体
が

棺
と
意
識
さ
れ
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
大
藻
台
M
1
の
外
層
の
棺
に
は
便
房
に
通
じ
る
門
扉

が
あ
っ
た
が
、
満
城
で
は
漢
白
玉
石
の
門
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。

　
後
室
の
周
囲
に
は
高
さ
二
m
前
後
の
ト
ン
ネ
ル
回
廊
が
ひ
と
め
ぐ
り
し
て
い
る
。
回
廊
自
体

に
は
副
葬
品
も
入
っ
て
お
ら
ず
、
形
態
的
に
も
小
さ
す
ぎ
て
あ
ま
り
意
味
が
な
い
よ
う
に
見
え

る
が
、
同
室
平
面
図
を
見
る
と
、
こ
の
回
廊
に
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。
す
な
わ

ち
回
廊
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
回
廊
と
後
室
の
間
の
掘
り
残
さ
れ
た
部
分
が
黄
腸
題
湊
の
形
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
回
廊
自
体
は
機
能
は
と
も
か
く
、
墓
室
内
の
部
位
と
し
て
は
外

蔵
榔
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
大
凶
台
M
1
と
満
城
M
1
の
平
面
プ
ラ
ン
を
比
較
し
て
み
る
と
、
大
藻
台
M
1
で
は
梓
宮
・

便
房
を
大
き
く
取
り
囲
ん
で
い
た
黄
腸
題
湊
が
、
満
城
M
1
で
は
羅
綾
を
囲
っ
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
も
し
大
棟
台
M
1
の
プ
ラ
ン
に
近
い
形
を
満
城
M
1
で
掘
り
抜
く
と
す
れ
ば
、
後

室
を
め
ぐ
る
回
廊
の
出
発
点
を
南
同
室
と
北
条
室
の
先
端
部
に
変
更
し
、
こ
こ
か
ら
ト
ン
ネ
ル

の
外
線
榔
を
掘
り
進
め
て
後
室
の
後
ろ
で
結
合
さ
せ
る
形
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
す
れ
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ば
、
回
廊
と
磯
菊
・
後
室
の
間
の
部
分
が
黄
島
島
湊
の
形
に
な
ろ
う
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
大
が
か
り
な
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
は
そ
の
手
数

を
考
え
れ
ば
実
行
が
躊
躇
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
大
吉
台
M
1
の
構
造
を
皇
帝
陵
の
唯
一
の
プ
ラ
ン
と
考
え
る
必
要
も
必
然
性
も
な
い

こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
を
通
じ
て
満
城
M
1
は
多
少
の
変
形
を
伴
な
い
な
が
ら
も
梓
宮
・
便
房
・
黄
無
題
湊
・
外
蔵
榔
・
羨
道
を
備
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
大
藻
台
M
1
・
定
県
北
暴
漢
墓
と
と
も
に
、
抽
斗
系
横
穴
式
墓
葬
の
一
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
な
お
、
こ
の
満
城
M
1
の
横
に
作
ら
れ
た
劉
勝
の
妃
の
細
面
の
墓
で
あ
る
M
2
や
曲
阜
九
龍
山
の
前
漢
魯
王
一
族
の
墓
と
さ
れ
る
崖
墓
は
、

い
ず
れ
も
満
城
M
1
よ
り
問
題
の
回
廊
を
取
り
除
い
た
形
を
基
本
形
に
し
て
い
て
、
皇
帝
陵
の
理
念
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
題
湊
系
横
穴
式

墓
葬
の
申
に
入
れ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
②
　
長
沙
成
家
湖
西
漢
警
撰
墓

　
湖
爾
省
長
沙
市
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
紀
元
前
二
世
紀
後
半
の
西
漢
墓
で
、
岩
山
の
頂
上
か
ら
墓
搬
を
掘
り
込
ん
で
墓
道
付
の
大
型
竪
穴
木

旧
株
を
作
っ
て
い
る
。
柏
木
の
内
層
・
外
堀
は
共
に
一
方
の
短
辺
の
壁
を
取
り
払
っ
て
あ
り
、
転
嫁
内
に
三
層
の
棺
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
梓

宮
に
至
当
す
る
部
位
で
あ
る
が
大
藻
台
M
1
に
比
べ
て
棺
が
二
層
少
な
い
。
平
面
コ
字
形
の
内
腿
は
大
斑
台
M
1
の
コ
字
形
の
榔
に
相
当
し
て

お
り
、
一
方
の
短
辺
の
側
壁
を
取
り
は
ず
し
て
便
房
に
通
じ
さ
せ
て
い
る
点
も
同
一
に
な
る
。
内
榔
の
酉
側
に
四
本
の
角
木
を
し
き
つ
め
て
構

成
さ
れ
る
平
台
が
あ
る
。
こ
の
上
に
は
、
聖
母
・
果
核
を
乗
せ
た
漆
盤
・
漆
奮
・
外
耳
杯
な
ど
が
置
か
れ
、
い
ず
れ
も
心
墨
用
贔
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
こ
が
便
房
に
相
当
す
る
。

　
外
書
の
外
側
に
は
四
周
に
計
一
七
九
本
の
粗
大
な
黄
心
の
柏
木
を
積
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
黄
土
題
湊
に
相
卜
す
る
。
南
北
東
壁
は
木
を
三
層

し
か
積
ん
で
い
な
い
の
で
外
乱
壁
よ
り
も
墨
筆
題
湊
の
方
が
丈
が
低
い
。
爾
壁
は
墓
道
に
通
じ
さ
せ
る
事
を
意
識
し
て
か
更
に
低
く
二
層
し
か

積
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
外
陣
…
の
西
壁
は
取
り
払
わ
れ
て
存
在
し
な
い
の
で
避
道
を
通
っ
て
墓
室
内
に
入
る
と
、
ぽ
っ
か
り
口
を
あ
け
た
外
榔

が
あ
っ
て
、
そ
の
前
半
分
の
便
房
に
何
の
障
害
も
な
く
入
れ
る
様
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
大
要
台
M
1
と
の
比
較
で
言
え
ば
、
里
馬
・
梓
宮
は
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木
来
な
ら
直
接
黄
腸
後
影
に
接
し
て
囲
ま
れ

て
い
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
外
榔
の

側
壁
は
西
壁
に
限
ら
ず
四
方
向
と
も
不
必
要

な
も
の
に
な
る
。

　
黄
腸
題
湊
の
周
囲
に
は
内
が
わ
か
ら
木
炭

・
白
膏
泥
・
風
化
岩
と
黄
沙
土
が
岩
盤
と
の

間
に
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

　
墓
道
は
素
掘
り
の
斜
二
手
学
道
で
、
葉
叢

下
口
が
墓
坑
底
よ
り
六
〇
㎝
古
岡
く
な
っ
て
い

る
。
重
要
な
設
備
は
何
も
な
く
、
ト
ン
ネ
ル

構
造
は
取
ら
な
い
。

　
報
告
は
、
玉
印
・
薦
璃
印
に
「
揚
揚
」

「
妾
撰
」
の
刻
字
が
あ
る
点
も
考
慮
し
て
、

被
葬
者
を
諸
侯
王
で
あ
る
長
沙
王
の
近
親
か

妻
妾
と
考
え
て
い
る
。

図9　長沙威家湖西漢墓
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こ
の
墓
葬
は
そ
の
全
体
的
な
作
り
は
長
沙
で
戦
国
以
来
続
く
斜
披
墓
道
を
持
つ
竪
穴
式
木
野
墓
で
あ
り
、
こ
の
竪
穴
木
榔
系
の
や
り
方
に
異

質
な
詳
悉
系
横
穴
式
墓
葬
の
要
素
が
混
入
し
て
い
る
と
雷
う
事
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
題
湊
系
横
穴
式
の
要
素
に
は
変
更
を
強
い
ら
れ
て
い

る
点
が
あ
る
。
題
湊
の
作
り
方
・
獄
道
の
酒
造
・
暑
湿
の
屋
根
構
造
・
外
意
慾
の
省
略
な
ど
多
く
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

洋
弓
思
想
の
点
か
ら
み
て
も
、
木
蔦
竪
穴
式
と
題
欝
欝
横
穴
式
と
い
う
二
種
の
葬
法
は
本
来
全
く
理
念
を
異
に
す
る
埋
葬
法
で
あ
り
、
こ
の



二
つ
を
ミ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
は
実
際
は
非
常
に
奇
妙
な
事
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
に
ど
ち
ら
の
埋
葬
法
に
も
、
そ
の
葬
法
の
根
本
を
覆
え
す
よ

う
な
変
更
が
加
え
ら
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
孤
露
が
現
実
に
構
築
さ
れ
得
た
理
由
と
し
て
は
、
造
墓
思
想
や
そ
の
思
想
を
具
体

化
さ
せ
る
た
め
の
墓
の
と
る
べ
き
構
造
に
対
す
る
配
慮
ぬ
き
で
、
文
字
通
り
「
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
」
と
い
う
形
式
の
み
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
れ
ば
よ
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
墓
葬
を
作
る
人
物
と
し
て
は
、
題
蕃
書
横
穴
式
墓
葬
を
実
際
の
埋
葬
法

と
し
て
で
は
な
く
単
な
る
形
式
と
し
て
で
も
必
要
と
す
る
人
物
が
考
え
ら
れ
る
が
、
長
沙
在
地
の
人
物
よ
り
は
劉
氏
長
沙
王
と
共
に
流
入
し
た

人
間
の
方
に
そ
の
可
能
性
が
強
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
1
⑤

　
…
回
　
長
沙
徐
家
湾
瓢
4
0

　
主
室
よ
り
「
載
量
」
の
銘
を
有
す
る
銀
印
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
墓
の
二
〇
難
西
南
に
あ
っ
た
長
沙
蒸
器
の
墓
よ
り
「
揚
主
家
般
（
盤
）
」
と

「
今
長
沙
王
盾
家
般
（
盤
）
」
銘
の
あ
る
漆
盤
が
出

漢代大型墓の構造（西村）

土
し
、
こ
の
墓
よ
り
も
「
楊
主
家
般
（
盤
）
」
銘
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

あ
る
漆
盤
が
出
て
い
る
。
従
っ
て
、
徐
家
湾
M
4
0

の
被
葬
者
で
あ
る
劉
驕
も
長
沙
王
子
氏
の
一
族
で

あ
る
可
能
性
が
強
い
。

　
当
室
は
極
め
て
規
模
が
大
き
く
、
全
長
二
〇
・

三
四
m
、
深
さ
八
・
八
m
を
計
る
。
前
後
二
室
に

別
れ
、
前
室
は
長
さ
八
・
O
m
、
幅
一
三
・
七
m
、

後
室
は
長
さ
＝
丁
三
四
m
、
幅
一
一
・
一
m
あ

り
、
長
さ
四
五
m
、
三
四
～
四
・
八
m
の
水
平
三

道
が
付
随
す
る
。
こ
れ
が
羨
道
に
掘
回
す
る
。

図10　　長学少徐家～弩401号墓

一一Vs一　g“一［1；

O　　．　5

101 （879）



　
後
室
に
納
め
ら
れ
た
榔
も
一
〇
・
八
日
目
六
・
七
m
と
い
う
重
大
な
も
の
で
、
そ
の
前
室
側
の
側
壁
は
門
扉
に
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
大
き
さ
と
内
部
前
方
に
納
め
ら
れ
て
い
る
副
葬
贔
の
中
に
銅
鼎
・
銅
壼
・
漆
杯
・
銅
銃
・
銅
炉
・
銅
灯
・
漆
盤
が
あ
る
こ
と
か
ら

考
え
て
、
こ
の
螂
内
は
梓
宮
と
便
房
を
兼
ね
合
わ
せ
た
機
能
を
備
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
沙
系
の
木
榔
と
は
同
じ
木
鐸
で
も
規
模
・
構

造
・
機
能
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
前
室
の
左
右
両
端
に
各
々
一
つ
ず
つ
木
榔
が
入
り
、
副
葬
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
来
外
画
榔
に
入
る
べ
き
副
葬
最
が
こ
こ
に
ま
と
め
ら

れ
る
。
満
城
M
1
の
耳
室
に
あ
た
る
。
副
葬
贔
中
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
馬
車
が
あ
り
、
皇
帝
陵
の
馬
車
の
聴
納
に
網
写
す
る
。

　
前
室
中
央
部
に
は
墓
道
と
ほ
ぼ
同
じ
幅
の
空
間
が
あ
り
、
仁
道
と
榔
を
結
ぶ
通
路
に
な
っ
て
い
る
。
大
燭
台
M
1
・
満
城
巌
1
の
雨
道
部
に

絹
当
す
る
。
こ
の
墓
に
は
墓
室
規
摸
・
構
造
（
榔
も
含
め
て
）
に
長
沙
系
の
竪
穴
仁
木
榔
墓
と
は
極
め
て
異
質
の
点
が
あ
る
。
劉
氏
関
連
の
墓

葬
で
あ
る
た
め
に
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
毛
槍
構
造
が
完
全
な
模
倣
で
は
な
く
理
念
と
し
て
入
り
込
ん
で
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ

の
点
は
満
城
M
2
や
曲
阜
九
龍
山
に
共
通
し
て
い
る
。

　
㈱
　
石
　
　
鍵
　
　
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
河
南
省
南
陽
楊
官
寺
画
葺
石
墓
と
唐
河
県
針
魚
廠
画
象
石
墓
と
は
、
と
も
に
東
漢
前
期
に
属
す
る
墓
葬
で
あ
り
、
従
来
知
ら
れ
る
画
象
潟
墓

の
中
で
は
年
代
的
に
最
も
古
い
時
期
に
属
す
る
。
と
も
に
石
板
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
石
室
墓
で
、
内
部
構
造
も
よ
く
似
通
っ
て
い
る
。

ほ
ぼ
正
方
形
に
近
い
心
室
の
中
央
部
に
縦
長
の
棺
室
（
主
室
）
を
二
つ
横
に
合
わ
せ
て
設
け
、
周
辺
を
回
廊
状
に
し
て
い
る
。
と
も
に
合
葬
を

前
提
と
し
た
墓
室
構
造
で
あ
る
が
、
こ
の
棺
室
を
一
つ
に
置
き
換
え
て
、
身
形
の
石
壁
を
黄
命
題
湊
と
考
え
れ
ば
、
基
本
的
構
造
は
題
湊
系
横

穴
式
に
一
致
す
る
。
周
辺
の
圓
廊
が
外
蔵
榔
に
な
り
、
黄
腸
題
湊
代
り
の
石
壁
内
に
梓
宮
が
入
る
。
盗
掘
の
為
、
遺
物
配
置
が
明
確
で
な
い
が
、

石
壁
に
付
く
門
扉
が
梓
宮
か
ら
便
房
に
通
じ
る
門
扉
と
対
応
し
よ
う
。
主
室
の
奥
行
が
三
m
弱
し
か
な
い
の
で
主
室
に
は
棺
し
か
入
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

前
室
と
さ
れ
る
回
廊
の
前
方
部
が
便
房
の
機
能
も
兼
ね
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
型
の
正
方
形
の
墓
室
構
造
を
石
板
・
傳
で
作
る
墓
葬
は
定
華
北
庄
漢
墓
を
含
め
て
も
極
く
少
数
し
か
例
が
な
く
、
墓
室
構
築

le2 （88e）



目代大型墓の構造（西村）

の
上
か
ら
も
あ
ま
り
効
率
的
な
方
法
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
が
敢
え
て
採
用
さ
れ
る
背
景
と
し
て
は
定
県
北
庄
漢
墓
同
様
、

題
湊
系
横
穴
式
掃
墨
を
模
倣
す
る
と
い
う
眠
的
が
あ
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
画
象
石
墓
に
お
い
て
は
、
墓
室
構
造
全
体
は
題
湊

系
横
穴
式
墓
葬
に
そ
っ
く
り
に
作
ら
れ
な
が
ら
早
旦
題
湊
そ
の
も
の
は
ま
ね
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
西
熔
解
の
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
と

も
定
県
北
庄
漢
墓
と
も
い
さ
さ
か
異
な
っ
た
点
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
こ
の
楊
官
寺
・
二
河
の
墓
葬
形
態
か
ら
後
部
の
外
回
廊
を
取
り
外
し
た
形
が
、
河
南
省
銅
山
照
苗
山
漢
墓
・
南
陽
石
刻
墓
・
山
東
省
梁
山
畠

⑪

墓
な
ど
の
墓
墓
．
磐
併
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢

墓
に
あ
た
る
。

　
㈲
遼
寧
の
石
室
墓

　
遼
寧
省
遼
陽
市
近
郊
の
、
後

漢
晩
期
よ
り
下
民
代
に
築
造
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
石
室
墓
に

も
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。

こ
の
類
例
と
し
て
は
、
棒
台
子

⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

屯
・
南
雪
梅
村
M
1
・
同
M
2

　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
憩

・
棒
台
子
M
2
・
上
王
家
村
・

　
　
　
⑯
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
愈

北
園
M
六
・
迎
水
寺
・
南
林
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

・
三
道
壕
M
1
・
同
M
2
・
三

道
壕
窯
業
第
二
現
場
・
同
第
四

　
⑳

現
場
が
あ
る
。

図11南陽楊官寺画象石墓
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い
ず
れ
も
か
な
り
正
方
形
に

近
い
墓
誌
を
石
材
で
構
築
し
て

お
り
、
棺
室
を
墓
室
中
央
に
置

く
も
の
が
多
い
。
二
～
四
個
の

過
道
の
つ
く
癌
広
の
門
に
続
い

て
奥
行
の
な
い
横
長
の
前
室
が

あ
り
、
こ
れ
に
三
国
が
付
く
。

糖
室
の
後
ろ
に
も
前
室
と
ほ
ぼ

同
じ
幡
の
後
室
が
付
く
例
が
あ

る
。

横
成
に
な
っ
て
い
る
。

図12南陽石刻墓
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露113稼台子2号石室墓

O　iM
一

　
　
南
林
子
・
迎
水
寺
・
北
園
M
六
・
棒
台
子
屯
・
南
雪
梅
村
M
2
で
は
爾
側
に
も
回
廊
が
入
っ
て
平
面
プ
ラ
ン
が
楊
官
寺
画
象
石
墓
と
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
王
家
村
・
三
道
壕
M
1
・
同
M
2
な
ど
は
む
し
ろ
南
陽
石
刻
墓
な
ど
後
部
の
回
廊
が
と
れ
た
形
に
近
い
。

　
こ
れ
ら
石
室
墓
群
は
斜
陽
甫
の
周
辺
に
存
在
し
て
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
壁
画
を
描
い
て
お
り
、
一
連
の
性
格
と
年
代
を
持
つ
こ
と
が
窺
え
る
が
、

そ
の
霊
室
構
造
に
は
か
な
り
多
様
な
面
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
石
室
墓
の
墓
室
構
造
だ
け
を
御
互
い
に
見
比
べ
て
み
る
だ
け
で
は
そ
の
墓
室

構
成
に
は
何
の
規
則
性
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
題
湊
系
横
穴
式
の
墓
葬
を
基
準
に
し
て
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
古
写
は
い
ず
れ
も
器
機
系
横

穴
式
の
変
化
形
と
し
て
捉
え
る
事
が
で
き
る
。
多
様
性
は
そ
の
変
化
の
さ
せ
方
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
で
、
題
湊
系
横
穴
式
か
ら
の
変
化
と
い

う
点
で
は
全
て
が
一
致
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
な
お
こ
の
遼
寧
の
石
室
墓
と
の
構
造
上
の
連
関
を
誘
わ
れ
る
朝
鮮
の
遼
東
城
塚
（
平
安
南
道
順
川
郡
）
・
黒
総
三
号
墳
（
黄
海
南
道
安
岳
郡
）

も
同
様
に
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
変
化
形
に
属
す
る
。

　
㈹
確
　
　
墜
　
　
墓
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漢代大型墓の構造（西村）

図14南林子・迎水寺石室墓
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子
孫
墓
に
お
い
て
は
、
直
接
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
と
の
関
連
を
想
定
さ
せ
る
も
の

は
少
数
し
か
な
い
。

　
広
州
東
山
漢
墓
は
、
奥
行
の
な
い
前
室
に
棺
室
と
そ
の
両
側
に
図
廊
を
つ
け
る
形

を
取
る
。
前
室
よ
り
派
生
す
る
形
の
三
室
は
ほ
ぼ
同
形
で
三
つ
と
も
棺
室
の
よ
う
に

も
見
え
る
が
、
前
室
よ
り
見
て
右
側
の
部
屋
は
副
葬
品
を
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
て

い
て
、
機
能
的
に
は
外
蔵
榔
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ω
の
南
陽
石
刻
墓
の
場
合

も
左
側
の
部
屋
が
や
は
り
副
葬
品
入
れ
と
し
て
機
能
し
て
い
て
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
の

墓
詣
の
棺
室
両
側
の
部
屋
が
単
な
る
棺
室
の
並
列
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で

図15広州東山確論
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㊧

は
な
い
事
を
示
し
て
い
る
。
昌
梨
水
庫
M
3
も
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墓

た
傳
壁
の
内
部
だ
け
を
一
室
と
し
、
そ
の
周
辺
の
　
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

が
外
蔵
榔
に
相
当
す
る
。
主
室
内
は
墓
道
よ
り
向

っ
て
左
側
が
梓
宮
、
右
側
が
便
房
に
梢
当
す
る
。
梓
宮
・
便
房
を
屋
根
で
覆
う
こ
と
は
題
湊
系
横
穴
墨
壷
葬
の
造
墓
思
想
に
合
致
す
る
。
営
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

子
M
2
の
報
告
者
は
、
こ
の
主
業
・
単
弁
の
重
三
構
造
の
解
釈
に
苦
し
ん
で
、
　
「
我
々
が
未
だ
知
ら
な
い
支
那
本
土
に
於
て
夙
に
こ
の
種
の
構

造
が
あ
っ
た
か
」
と
述
べ
て
い
る
が
題
湊
系
横
穴
野
墓
葬
に
よ
っ
て
そ
の
構
造
を
解
釈
す
る
事
が
で
き
る
。

傳
室
薯
は
霧
系
横
穴
式
蒙
窟
す
る
例
が
少
な
丸
葉
県
北
覆
墓
を
含
め
て
も
今
の
所
三
例
し
か
な
魎

　
後
漢
讃
を
通
し
て
中
・
小
型
墓
の
構
造
は
前
室
・
後
室
の
二
室
を
中
心
と
す
る
碍
墓
が
一
般
的
か
つ
支
配
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
洛
陽
焼
溝
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漢
墓
』
で
言
う
皿
式
・
V
式
の
墓
室
構
造
に
相
当
す
る
。
後
漢
後
半
期
に
な
る
と
部
屋
数
が
多
い
多
型
構
造
の
大
型
傳
墓
が
き
わ
め
て
多
く
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
既
発
表
の
こ
の
時
期
の
大
型
墓
は
折
南
画
象
石
墓
の
他
は
全
て
多
室
傳
墓
の
形
を
取
っ
て
い
る
。
特
に
各
種
の
玉
衣
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
鐙

副
葬
す
る
重
葬
に
題
湊
系
横
穴
式
の
プ
ラ
ン
を
持
つ
例
が
な
く
、
望
都
2
号
・
洛
陽
東
関
殉
人
智
・
江
蘇
唯
食
思
女
無
糖
墓
・
定
県
4
3
号
・
安

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

徽
毫
県
曹
操
宗
族
墓
・
野
州
彰
城
王
一
族
墓
は
い
ず
れ
も
多
賢
聖
墓
の
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
。
こ
の
他
に
も
、
河
南
密
輸
打
早
出
1
号
・
同
2
号

　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
⑳

・
石
家
庄
・
武
威
雷
台
・
禺
城
漢
墓
・
内
蒙
古
拉
特
前
旗
公
費
子
M
1
・
嘉
上
関
3
号
・
河
南
茨
城
・
渡
関
吊
橋
M
4
・
望
都
1
号
・
ホ
リ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

漢代大型墓の構造（西村）

　　　　　　　　図17　内蒙古拉特前旗公廟子1号墓

ゴ
ー
ル
新
店
子
1
号
な
ど
全
国
各
地
の
大
型
墓
が
軒
並
み
土
室
傳
墓
の
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
大
型
墓
は
、
饗
宴
の
場
と
し
て
の
前
室
の
後
に
後
室
（
棺
室
）
を
つ
け
加
え
る
と
い
う
碍

室
の
基
本
的
構
造
は
保
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
は
定
形
と
言
え
る
も
の
が
な
い
。
傳
墓
の
時
代

的
変
遷
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
、
こ
れ
ら
大
型
洋
室
碍
墓
は
後
漢
前
半
期
の
中
・
小
鼠
墓
が
規
模
の

面
で
大
型
化
し
て
で
き
上
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
多
室
傳
墓
の
成
立
自
体
に
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
か

ら
の
直
接
の
影
響
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
陳
西
雀
悉
無
県
吊
橋
楊
茂
墓
群
は
、
七
基
の
墓
葬
が
東
西
に
並
列
し
て
一
つ
の
墓
地
を
構
成
す
る
。

こ
の
墓
詣
は
東
か
ら
西
へ
順
番
に
M
2
↓
M
7
↓
M
3
・
M
5
↓
M
4
の
順
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
れ
を
墓
室
構
造
の
変
遷
で
み
て
み
る
と
、
洛
陽
皿
式
↓
同
V
式
↓
多
室
傳
墓
の
順
に
な

っ
て
お
り
、
島
巡
傳
墓
の
発
生
過
程
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
以
上
、
本
章
で
は
題
湊
系
横
穴
馬
簾
葬
の
墓
室
構
造
を
念
頭
に
置
い
て
、
こ
れ
が
各
地
の
漢
代
墓

誌
に
与
え
て
い
る
影
響
を
考
察
し
た
。
満
城
M
1
以
下
の
西
下
代
の
大
型
土
葬
が
題
湊
系
横
穴
式
墓

葬
の
墓
室
プ
ラ
ン
の
正
確
な
模
倣
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
理
念
（
死
後
の
生
活
空
間
と
し
て
の
地
下
宮

殿
）
の
継
承
を
主
眼
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
東
漢
代
の
大
型
墓
の
鰯
疇
に
は
入
れ
に
く
い
石
室
墓
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　　　　図工8濾関楊氏墓群
（1．2号墓　2．7号墓　3．3号墓　4． 4号墓）
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@
　
一
　
【

・
傳
室
墓
が
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
墓
蜜
構
造
を
全
体
的
に
模
倣
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
点
に
特
色
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
二
者
と
対
照
的
に
東
漢
後
半
期
の
大
型
墓
が
多
室
確
室
の
構
造
を
取
る
こ
と
が
、
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
影
響
力
と
い
う
面
か
ら
問
題

を
提
供
し
て
い
る
。

　
①
第
四
章
注
⑭
八
七
、
九
五
、
九
六
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
國
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
北
京
儀
器
廠
工
人
理
論
組
『
満
城
漢
墓
』
一

　
②
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
満
城
発
掘
隊
「
満
斌
漢
墓
発
掘
紀
要
」
考
古
一
九
七
　
　

九
七
八
年

　
　
二
年
第
～
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
山
東
省
博
物
館
「
曲
阜
九
龍
山
漢
墓
発
掘
簡
報
」
文
物
～
九
七
二
年
第
五
期

108 （886）



精血大型墓の構造（西村）

④
長
沙
市
文
化
局
文
物
組
「
長
沙
成
家
湖
西
漢
曹
娯
墓
」
文
物
一
九
七
九
年
第
三

　
期

⑤
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
『
長
沙
発
掘
報
告
』
一
九
五
七
年
九
五
頁

⑥
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
南
南
陽
揚
官
寿
画
象
石
墓
発
掘
報
告
」
考
古

　
愚
Ψ
報
一
九
山
ハ
一
一
…
年
齢
四
一
伽
期

⑦
周
到
・
挙
京
華
「
唐
河
針
織
廠
漢
爾
像
石
墓
的
発
掘
」
文
物
一
九
七
三
年
第
六

　
期

⑧
　
定
県
北
悪
漢
墓
の
プ
ラ
ン
に
最
も
近
い
。

⑨
　
王
徳
慶
「
江
蘇
銅
山
東
漢
墓
清
興
善
報
」
考
古
通
訊
一
九
五
七
年
第
四
期

⑩
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
南
陽
漢
代
石
刻
墓
」
文
物
参
致
資
料
一
九
五
八

　
年
第
十
期

⑭
関
天
相
・
翼
購
「
梁
山
漢
墓
」
文
物
参
孜
資
料
一
九
五
五
年
第
五
期

⑫
　
李
文
信
「
遼
腸
発
現
的
三
座
壁
画
古
葉
」
文
物
軍
慮
資
料
一
九
五
五
年
簗
五
期

⑬
　
王
揃
欄
新
…
「
遼
蜜
’
二
幅
県
一
嗣
雪
梅
村
壁
画
論
及
石
墓
」
考
素
自
一
九
六
〇
隔
ヰ
第
一
期

⑭
王
増
新
「
遼
陽
市
棒
台
子
二
号
壁
圃
墓
」
考
古
一
九
六
〇
年
第
一
期

⑮
李
撃
発
「
遽
二
上
王
家
村
響
代
壁
画
墓
管
理
簡
報
」
文
物
一
九
五
九
年
中
七
期

⑯
李
文
僑
「
遼
陽
北
描
画
壁
古
墓
誌
略
」
藩
陽
博
物
館
簿
備
委
員
会
彙
刊
第
一
期

　
一
九
四
七
年

　
　
駒
井
和
愛
「
遼
陽
北
園
の
潔
斎
墳
墓
」
　
『
中
国
古
鏡
の
研
究
』
一
九
竃
三
年

⑰
浜
田
耕
作
「
遼
陽
附
近
の
壁
画
古
墳
」
民
族
と
歴
史
第
六
巻
第
一
号
一
九
二
一

　
年
、
　
『
東
亜
考
古
学
研
究
』
一
九
三
〇
年
所
収

⑱
原
田
淑
人
「
遼
陽
衛
林
子
の
壁
画
古
墳
」
國
華
・
六
二
九
号
、
　
一
九
四
三
年

⑲
東
北
博
物
館
「
遼
陽
三
道
壕
両
直
壁
繭
墓
的
清
理
工
作
簡
報
」
文
物
五
目
資
料

　
一
九
五
五
年
第
十
二
期

⑳
　
⑫
に
同
じ

⑳
　
愈
偉
超
「
践
朝
鮮
平
安
南
道
順
川
郡
龍
鳳
里
遼
東
城
塚
調
査
報
借
」
考
古
一
九

　
六
〇
年
第
一
期

⑫
　
岡
埼
敬
「
安
奮
第
三
場
墳
（
冬
寿
墓
）
の
研
究
」
史
淵
第
九
十
三
輯
　
九
六
三

　
年

⑳
　
広
州
市
文
物
管
理
委
員
会
「
広
州
東
山
東
漢
層
累
理
簡
報
」
考
古
通
訊
一
九
五

　
六
年
第
四
期

⑳
南
京
博
物
院
「
昌
梨
水
庫
漢
墓
群
発
掘
簡
報
」
文
物
参
孜
資
料
一
九
五
七
年
第

　
十
二
期

⑳
東
亜
考
古
学
会
『
営
城
子
』
東
方
考
古
学
叢
刊
第
四
冊
、
一
九
三
匹
年

⑳
　
河
北
任
郎
東
関
漢
墓
は
中
蜜
を
左
側
に
も
う
一
つ
加
え
て
、
後
室
を
拡
張
す
れ

　
ば
津
蟹
系
の
形
に
な
る
。
し
か
し
、
長
方
形
簿
墓
四
つ
を
た
ま
た
ま
こ
の
様
な
形

　
に
組
合
わ
せ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
の
で
除
外
　
し
た
。

　
　
天
津
市
文
化
局
考
古
発
掘
隊
「
河
北
任
邸
東
関
漢
墓
清
理
簡
報
」
考
古
一
九
六

　
五
年
第
二
期

⑳
　
河
北
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
『
望
都
二
号
漢
墓
』
一
九
五
九
年

⑳
　
余
深
名
・
賀
官
憲
「
盗
陽
東
関
東
漢
給
人
墓
」
文
物
一
九
七
三
年
第
二
期

⑳
　
李
鑑
昭
「
江
蘇
誰
寧
工
女
敏
漢
墓
論
理
簡
報
」
考
古
番
謡
一
九
五
五
年
第
二
期

⑳
　
定
器
博
物
館
「
河
北
定
県
4
3
号
漢
墓
発
掘
警
報
」
文
物
一
九
七
三
年
第
十
一
期

⑳
　
安
徽
省
首
題
博
物
館
「
憂
県
曹
操
宗
族
墓
葬
」
文
物
一
九
七
八
年
第
八
期

⑫
　
『
日
中
圏
交
正
常
化
記
念
　
中
華
人
民
共
和
醐
出
土
文
物
展
瞼
一
九
七
三
年

⑳
　
安
金
椀
・
王
与
信
「
密
県
打
虎
亭
漢
書
画
像
石
熊
野
壁
画
墓
」
文
物
一
九
七
二

　
年
第
十
期

⑭
　
河
北
省
文
物
管
理
委
員
会
「
石
家
庄
市
北
宋
村
清
理
諸
軍
座
論
墓
」
文
物
一
九

　
五
九
年
第
一
期

⑳
　
甘
粛
省
博
物
館
「
武
威
雷
台
漢
墓
」
考
古
学
報
一
九
七
四
年
第
二
期

⑳
　
山
東
省
文
物
管
理
委
員
会
「
禺
城
漢
墓
清
理
簡
報
」
文
物
参
議
資
料
一
九
五
五

　
年
第
六
期

⑳
無
名
氏
「
内
蒙
古
烏
拉
特
前
面
清
理
古
轍
一
座
」
文
物
参
孜
資
料
一
九
五
四
年

　
第
四
期
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⑱
　
鋸
硲
関
市
文
物
無
理
小
組
「
嘉
難
関
漢
画
像
碑
墓
」
文
物
一
九
七
二
年
第
十
二

　
期

⑳
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
南
裏
城
茨
溝
漢
画
象
石
墓
」
考
古
学
報
一
九

　
六
四
年
第
一
期

⑩
　
陳
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
濾
関
吊
橋
漢
代
楊
既
墓
群
発
掘
簡
記
」
文
物
一
九

　
六
一
年
第
一
期

⑧
　
北
京
歴
史
博
物
嬉
・
河
北
省
文
物
管
理
委
員
会
『
望
都
漢
墓
壁
画
』
一
九
五
五

　
年

⑫
内
蒙
古
文
物
工
作
隊
・
内
蒙
古
博
物
館
「
答
砲
格
爾
発
現
一
座
重
要
脂
鰭
難
壁

　
醐
墓
」
文
物
一
九
七
四
年
第
一
期

　
内
蒙
古
自
治
区
博
物
館
文
物
工
作
隊
『
和
林
格
証
書
墓
壁
画
』
一
九
七
八
年

110 （888）

六
　
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
歴
史
的
意
義

　
第
五
章
に
お
い
て
は
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
が
個
々
の
漢
憂
事
葬
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た
。
そ
れ
ら
の
墓
葬
を
築
造
年
代
と
被
葬
者
の
身

分
・
菅
笠
規
模
に
よ
っ
て
類
別
的
に
促
え
て
み
た
揚
合
、
そ
の
影
響
力
の
あ
り
方
に
か
な
り
の
網
違
が
あ
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
以
下

に
は
、
誌
代
墓
葬
を
大
型
墓
を
中
心
に
体
系
的
に
促
え
る
作
業
を
行
な
い
、
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
が
漢
代
墓
葬
の
中
で
持
っ
て
い
る
歴
史
的
意

義
を
探
っ
て
み
た
い
。
時
期
を
三
期
に
区
分
し
て
行
な
う
。

　
①
　
西
　
　
　
漢

　
西
漢
の
皇
帝
陵
の
構
造
と
し
て
は
、
　
「
漢
旧
儀
」
な
ど
の
文
献
と
大
鐘
台
M
1
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
黄
腸
算
定
を
持
つ
横
穴
懸
盤
葬
が
考
え

ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
西
漢
大
型
墓
の
中
で
は
、
長
沙
墨
家
湖
・
満
城
M
1
・
大
篠
台
M
1
・
定
県
M
4
0
に
回
腸
題
湊
（
な
い
し
そ
の
擬
似
形
）
が
認
め
ら
れ
る
。

定
県
M
4
0
は
嫁
星
構
造
の
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
が
、
大
裸
台
M
1
以
外
の
威
家
子
・
満
城
M
1
で
は
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
理
念
は
か
な
り
忠

実
に
守
ら
れ
て
い
る
。
威
家
湖
・
満
城
M
1
・
大
事
台
M
1
・
定
県
M
4
0
の
被
葬
者
は
、
各
々
、
園
丁
長
沙
王
の
妻
妾
又
は
近
親
者
、
武
帝
の

庶
兄
の
劉
紅
中
山
王
、
武
事
の
子
の
劉
氏
燕
王
、
元
帝
の
子
の
劉
氏
中
山
王
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
満
城
M
1
で
は
木
で
こ
そ
作
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
回
廊
を
く
り
抜
い
て
わ
ざ
わ
ざ
黄
画
題
湊
を
こ
し
ら
え
て
お
り
、
黄
早
馬
湊
が
そ
れ
を
模
倣
的
に
作
る
事
に
も
意
味
が

あ
る
槽
造
と
み
な
さ
れ
た
事
が
理
解
で
き
る
。
宜
茶
代
に
権
力
を
一
手
に
掌
握
し
て
い
た
震
光
で
す
ら
、
死
後
の
下
賜
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
題
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②

二
型
横
穴
式
墓
葬
の
平
作
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
題
湊
系
横
穴
式
野
葬
は
皇
帝
と
の
一
定
の
血
縁
関
係
・
親
疎
関
係
の
表
象
、
雷
い
換
え
れ

ば
き
わ
め
て
高
度
な
身
分
秩
序
の
表
象
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
親
疎
関
係
に
基
い
て
霊
光
の
例
の
様
な
題
湊
系
横
穴
式

墓
葬
の
ま
る
ご
と
の
下
賜
の
他
に
下
賜
に
も
色
々
な
段
階
が
あ
り
、
そ
れ
が
更
に
細
か
な
身
分
秩
序
の
表
象
と
し
て
作
用
し
て
い
た
事
が
推
定

さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
④

　
大
型
墓
の
中
に
も
題
譜
系
横
穴
式
墓
葬
乃
至
そ
の
変
化
形
に
属
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
実
例
と
し
て
、
長
沙
馬
王
堆
・
同
砂
子
塘
・
安

　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
⑦

徽
阜
陽
双
古
暦
・
江
蘇
漣
水
・
山
西
孝
義
な
ど
の
竪
穴
式
木
魚
墓
が
あ
げ
ら
れ
る
。
馬
飴
興
は
初
代
軟
侯
と
そ
の
家
族
、
双
古
暦
は
汝
陰
俣

（
夏
侯
氏
）
又
は
そ
の
家
族
が
被
葬
者
で
あ
り
、
砂
子
塘
は
呉
氏
長
沙
王
の
墓
と
推
定
す
る
人
も
い
る
。
諸
侯
ク
ラ
ス
の
人
物
に
お
い
て
も
墓

室
形
態
に
か
か
わ
る
様
な
下
賜
が
な
い
限
り
、
彼
ら
の
作
る
墓
葬
は
在
来
の
竪
穴
式
木
榔
墓
が
む
し
ろ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
先
述
の
徐
家
湾
M
4
0
も
規
模
の
点
で
は
大
型
墓
の
範
疇
に
入
る
墓
で
あ
り
、
し
か
も
長
沙
に
は
珍
ら
し
い
横
穴
式
の
構
造
を
持
ち
な
が
ら
、

黄
腸
詩
評
そ
の
も
の
が
な
く
、
墓
室
も
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
形
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
は
ま
ね
て
い
な
い
擬
似
的
構
造
に
と
ど
荻
っ
て
い
る
。
長

沙
王
后
と
関
連
す
る
劉
氏
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
黄
腸
題
湊
を
持
つ
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
を
作
り
う
る
人
間
と
の
間
の
身
分
差
が
考
え
ら
れ
よ

う
・
こ
の
こ
と
は
叢
M
2
や
豊
小
亀
山
漢
墓
に
つ
い
て
も
言
え
軸
・

　
働
東
漢
前
半
期

　
王
葬
に
よ
っ
て
纂
奪
さ
れ
た
劉
庚
政
権
は
｝
O
・
謡
年
劉
秀
（
光
武
帝
）
に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
た
。
東
漢
王
朝
が
西
漢
華
氏
の
後
継
老
を

も
っ
て
任
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
陵
に
お
い
て
も
当
然
西
三
皇
帝
陵
が
継
承
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
傍
系
劉
氏
出
身
で
あ
る
劉
秀
に
と
っ

て
、
陵
の
構
造
も
自
己
の
正
統
性
の
主
張
と
し
て
の
意
義
を
持
ち
う
る
。
従
っ
て
東
漢
書
帝
陵
に
も
依
然
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
が
採
用
さ
れ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
　
『
後
漢
書
』
礼
儀
志
下
に
記
載
さ
れ
る
皇
帝
陵
は
、
予
想
さ
れ
る
そ
の
墓
室
構
造
に
お
い
て
、
西
漢
の
皇
帝
陵

に
比
べ
て
根
本
的
に
は
何
ら
の
変
化
も
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
世
紀
後
半
の
定
訳
北
詳
言
墓
の
実
際
の
構
造
か
ら
も
逆
推
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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大
型
墓
に
お
い
て
も
、
西
漢
と
同
様

題
湊
系
横
穴
式
十
七
の
存
在
が
考
え
ら

れ
る
。
今
の
所
、
こ
の
時
期
に
属
す
る

大
型
墓
の
例
と
し
て
は
寸
寸
北
庄
漢
墓

の
如
き
、
傳
造
り
の
黄
腸
題
湊
を
有
す

る
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
例
し
か
実
例

を
挙
げ
え
な
い
が
、
逆
に
言
え
ば
木
を

傳
に
代
え
て
で
も
模
倣
す
る
だ
け
の
価

値
を
黄
腸
題
湊
を
有
す
る
題
湊
系
横
穴

艶
」

O

3M

図1g　　洛陽起呼馨1026丹墓
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　儘く多

ss　xv

式
墓
葬
が
持
ち
続
け
て
い
た
こ
と
の
証
と
も
な
ろ
う
。

　
一
方
、
こ
の
黄
腸
題
湊
を
有
す
る
走
査
系
横
穴
武
重
葬
を
黄
腸
題
湊
を
ぬ
き
に
し
て
墓
室
プ
ラ
ン
と
し
て
ま
ね
る
墓
葬
が
そ
れ
ほ
ど
の
大
型

墓
と
も
言
え
な
い
副
葬
に
も
新
た
に
出
現
し
て
く
る
。
楊
官
寺
・
唐
河
・
南
陽
石
刻
墓
の
様
な
石
蜜
墓
・
傳
石
併
用
墓
、
広
州
東
山
褥
室
墓
が

そ
の
例
と
な
る
。
こ
の
様
な
黒
革
の
存
在
は
、
西
誌
代
に
お
け
る
よ
う
な
題
年
魚
横
穴
式
墓
葬
の
特
権
的
性
格
を
著
し
く
損
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
し
か
も
、
題
黒
癩
横
穴
式
遠
敷
の
総
懸
プ
ラ
ン
全
体
の
模
倣
に
と
ど
ま
ら
ず
、
心
室
構
造
の
部
分
採
用
・
理
念
の
模
倣
が
令
室
墓
を

中
心
に
大
量
に
出
現
し
て
く
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
洛
陽
焼
溝
皿
式
の
中
小
傳
墓
や
広
州
皇
帝
岡
M
4
2
・
同
龍
生
岡
M
4
3
な
ど
の
様
な
横
入

り
墓
門
付
の
木
獅
墓
が
こ
の
例
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
か
つ
て
駒
井
和
愛
氏
は
楽
浪
の
漢
代
塘
榔
に
み
え
る
幾
何
学
文
様
を
裏
革
擬
革
の
内
側
の
木
口
の
木
目
を
表
出
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
た
。

大
車
台
M
1
の
黄
面
革
湊
は
こ
の
推
定
が
き
わ
め
て
正
確
で
あ
っ
た
事
を
示
す
と
と
も
に
、
現
在
我
々
が
数
多
く
の
類
例
を
知
り
得
て
い
る
中

・
小
型
の
漢
代
髄
室
墓
は
そ
の
墓
室
部
分
の
比
定
だ
け
か
ら
早
う
と
、
実
は
大
女
台
M
1
の
よ
う
な
形
態
を
持
つ
墓
葬
の
黄
腸
題
湊
以
内
の
部
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分
の
み
を
簡
略
化
し
て
築
い
た
も
の
が
そ
の
基
本
的
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
中
小
傳
室
墓
に
お
け
る
外
周
の
傳
壁
は
、
大
藻
台
M
1
の
外
周
の
壁
（
外
回
廊
の
外
周
の
壁
）
で
は
な
く
、
黄
腸
題
湊
の
内
側

壁
に
あ
た
っ
て
い
る
事
に
な
る
。
こ
の
事
は
、
中
小
傳
室
墓
が
棺
室
と
そ
の
前
方
に
付
さ
れ
た
饗
宴
の
場
と
い
う
黄
腸
題
意
の
内
に
入
っ
て
い

る
梓
宮
と
便
房
に
匹
敵
す
る
部
位
か
ら
の
み
成
り
立
っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
西
漢
中
期
後
半
以
降
、
中
小
墓
が
大
望
を
指
向
す
る
よ
う
に
な
る
事
は
町
田
章
氏
の
指
摘
さ
れ
る
点
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
本
格
的
に
髄
室
構

造
に
及
ぶ
の
は
東
漢
に
入
っ
て
か
ら
に
な
る
。
傳
墓
の
洛
陽
焼
溝
銀
鍔
は
洛
陽
焼
溝
隠
期
前
半
（
西
漢
後
期
）
に
既
に
禺
現
し
て
い
る
が
、
そ

の
本
格
的
流
行
は
皿
期
後
半
（
東
漢
前
期
）
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
本
来
的
に
は
そ
の
資
格
を
持
た
な
い
者
が
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
模
倣
を
行
う
こ
と
は
、
そ
の
特
権
的
性
格
・
身
分
秩
序
の
表
象
と
し
て
の

価
値
を
著
し
く
落
と
す
行
為
に
な
る
。
そ
の
点
で
、
西
漢
・
東
漢
の
劉
氏
政
権
の
墓
葬
に
対
す
る
規
則
力
の
及
び
方
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ

る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

　
㈲
東
漢
後
半
期

　
二
世
紀
の
皇
帝
陵
が
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
を
受
け
継
ぐ
意
志
を
持
っ
て
い
た
事
は
黄
腸
石
の
存
在
に
よ
っ
て
推
測
し
う
る
。
も
し
『
周
礼
』

夏
官
方
相
氏
の
無
難
注
が
賢
公
彦
の
疏
に
言
う
通
り
の
意
味
で
あ
れ
ば
、
二
世
紀
の
黄
腸
題
湊
に
は
木
石
が
半
々
ず
つ
の
構
造
を
取
る
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
部
分
に
せ
よ
石
で
黄
園
圃
湊
を
作
る
こ
と
は
、
そ
の
本
来
的
な
意
義
・
用
法
を
満
た
す
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
魏
文

帯
が
黄
難
題
湊
を
「
諸
々
の
愚
俗
の
為
す
所
」
と
理
解
し
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
効
能
の
薗
か
ら
は
、
そ
れ
は
極
め
て
正
当
な
認
識
で
は

な
い
か
と
考
え
う
る
。
二
世
紀
の
皇
帝
陵
が
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
黄
腸
題
湊
の
製
作
を
止
め
な
い
の
は
、
黄
腸
細
編
の
本
来
的
意
義
を
認
め
て

と
い
う
よ
り
は
皇
帝
と
し
て
の
身
分
の
表
象
と
い
う
意
義
を
強
く
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
大
型
墓
に
お
い
て
は
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
を
ま
ね
る
こ
と
は
も
は
や
衰
退
し
た
ら
し
い
。
現
在
知
ら
れ
る
こ
の
時
期
の
大
型
墓
は
、

　
　
　
　
　
⑪

折
南
画
象
石
墓
を
除
い
て
全
て
多
室
善
管
に
な
っ
て
お
り
、
大
型
墓
の
墓
室
構
造
の
主
流
は
明
ら
か
に
多
室
善
美
に
移
っ
て
い
る
。
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壽

　
こ
の
現
象
は
、
東
男
前
半
期
ま
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
題
湊
系
横
穴
式
墓
葬
の
意
義
に
大
き
な
相
違
が
み
と
め
ら
れ
る
。
特
に
各

種
の
黒
衣
を
出
土
す
る
墓
葬
が
い
ず
れ
も
多
室
碍
墓
の
構
造
を
選
ん
で
い
る
こ
と
は
、
題
湊
系
横
穴
式
異
型
が
大
型
墓
被
葬
者
ク
ラ
ス
の
墓
葬

構
造
と
し
て
は
、
身
分
秩
序
の
表
象
と
し
て
の
意
義
を
も
は
や
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
為
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
記
号
前
半
期
ま

で
題
湊
系
横
穴
式
墨
型
は
皇
帝
の
身
分
表
象
で
あ
る
と
と
も
に
下
賜
品
と
し
て
の
価
値
を
有
し
、
策
漢
前
半
期
に
は
中
小
型
墓
の
模
倣
の
対
象

と
も
さ
れ
た
。
二
世
紀
の
各
地
の
豪
族
た
ち
が
自
ら
の
墓
葬
形
態
を
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
、
題
暇
乞
横
穴
式
累
層
を
選
ば
ず
に
中
小
雪
風
の

大
型
化
を
選
ん
だ
事
は
、
皇
帝
と
各
地
豪
族
達
と
の
関
係
に
東
漢
前
半
期
ま
で
と
は
異
な
っ
た
も
の
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　
確
は
木
材
と
異
な
っ
て
そ
の
材
料
が
無
限
で
あ
り
、
し
か
も
一
つ
一
つ
の
確
室
が
ユ
ニ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
安
全
に
墓
室
面
積
を
増
加

さ
せ
る
上
で
も
極
め
て
容
易
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
題
湊
系
横
穴
式
鼠
輩
は
こ
れ
ら
多
室
傳
墓
の
利
点
を
も
捨
て
て
か
え
り
み
さ
せ
な
い
程
の

価
値
を
持
た
な
い
限
り
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
爽
漢
後
半
期
に
お
い
て
は
自
ら
も
豪
族
の
一
員
と
し
て
大
型
の
多
室
叢
雲
を
作
っ
て
い
た
蓋
置
は
、
禅
譲
の
形
は
取
り
な
が
ら
実
質
的
に
は

自
ら
の
権
力
で
皇
帝
位
に
登
っ
た
。
そ
の
た
め
、
曹
氏
に
は
漢
代
皇
帝
陵
を
継
承
し
て
模
倣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
一
切
な
か
っ
た
。

魏
文
帝
の
詔
は
公
式
の
形
で
の
題
湊
系
横
穴
式
墓
誌
の
否
定
の
表
明
と
し
て
重
要
だ
が
、
既
に
二
世
紀
の
豪
族
達
に
よ
っ
て
実
質
的
に
否
定
的

取
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
事
の
方
に
よ
り
重
要
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
の
三
時
期
を
通
し
て
み
て
、
題
黒
黒
横
穴
式
墓
葬
は
そ
の
取

り
扱
わ
れ
方
の
中
に
漢
代
の
政
治
的
秩
序
維
持
の
度
合
い
を
明
瞭
に
反
映
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
①
　
河
北
省
博
物
館
・
文
物
管
理
処
・
申
共
定
県
委
宣
伝
部
・
筆
癖
博
物
館
「
定
県
　
　
　
　
　
　
「
長
沙
藩
王
堆
二
、
三
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
文
物
一
九
七
四
年
第
七
期

　
4
0
号
漢
墓
鳩
土
的
金
工
玉
衣
」
文
物
～
九
七
六
年
第
七
期

②
張
安
世
に
も
題
湊
系
横
穴
下
階
葬
が
一
式
与
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
…

　
…
賜
螢
杜
莱
、
将
作
穿
復
土
、
起
家
祠
堂
…
…
」
（
『
漢
書
』
張
湯
俵
（
列
伝
第
二

　
十
九
）
）

③
湖
南
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
『
長
沙
濡
鼠
堆
一
号
漢
墓
』
一
九

　
七
三
年

④
　
湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
砂
子
塘
西
漠
墓
発
掘
簡
報
」
文
物
一
九
六
三
年
第
二
期

⑤
　
安
徽
省
文
物
工
作
隊
・
阜
各
地
臨
博
物
館
・
阜
陽
県
文
化
局
「
阜
陽
双
古
堆
西

　
漢
汝
陰
湿
墓
発
掘
簡
報
」
文
物
一
九
七
八
年
刺
入
期

⑥
　
南
京
博
物
院
「
江
蘇
漣
水
三
里
敏
西
漢
墓
」
考
古
一
九
七
三
年
第
二
期

⑦
山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
・
山
西
省
考
古
研
究
所
「
山
西
孝
義
張
歯
面
漢
墓
発

　
掘
詑
」
考
古
一
九
六
〇
年
第
七
期

114 （892）



⑧
成
陽
楊
家
湾
M
4
・
M
5
は
墓
室
構
造
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
取
り
上
げ
な

　
か
っ
た
。
共
に
横
穴
確
証
葬
で
内
部
に
家
屋
に
類
す
る
建
築
が
入
る
ら
し
い
。
但

　
し
、
棺
榔
の
形
は
記
事
に
よ
る
限
り
、
圃
闘
村
M
2
や
馬
王
堆
の
様
な
堅
旧
式
木

　
榔
に
近
い
形
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
陳
西
省
文
管
会
・
博
物
館
・
成
陽
市
博
物
館
・
楊
家
国
漢
墓
発
掘
小
組
「
威
陽

　
楊
家
湾
漢
墓
発
掘
簡
報
」
文
物
一
九
七
七
年
第
十
期

⑨
　
駒
井
和
愛
「
漢
代
墳
墓
の
石
窟
と
題
湊
」
人
類
学
雑
誌
五
～
巻
一
号

⑩
第
一
章
注
①
1
1
6

⑪
曾
昭
矯
・
蒋
宝
庚
・
黎
忠
義
『
派
南
古
画
像
石
墓
発
掘
報
告
』
一
九
五
撤
回

⑫
　
第
五
章
注
⑳
に
同
じ

七
　
お
　
わ
　
り
　
に

月代大型墓の構造（西村）

　
以
上
、
文
献
に
み
え
る
皇
帝
陵
に
関
す
る
記
載
と
北
京
大
島
台
M
1
の
構
造
か
ら
、
漢
代
皇
帝
陵
の
基
本
的
構
造
を
推
察
し
、
こ
れ
が
各
地

の
漢
代
墓
葬
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
察
し
て
、
時
代
を
追
っ
て
そ
の
背
景
に
あ
る
政
治
関
係
の
推
移
を
確
め
よ
う
と
し
た
。

　
実
際
の
漢
代
皇
帝
陵
の
発
掘
例
が
な
い
段
階
で
皇
帝
陵
の
構
造
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
の
は
早
計
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
在
来
の
資
料
を
合

理
的
か
つ
総
合
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
一
つ
の
仮
説
と
し
て
の
意
義
は
持
ち
得
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
実
際
の
皇
帝
陵
は
恐
ら
く
大
露
台
M
1
に
比
べ
て
規
模
。
構
造
の
面
で
も
格
段
に
す
ぐ
れ
た
忙
忙
で
あ
る
事
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
従
っ

て
我
々
の
知
り
得
な
い
、
大
型
墓
と
は
隔
絶
し
た
多
く
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
事
も
当
然
想
定
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
た
だ
、
題
鉛
系
横
穴

式
墓
葬
が
大
墓
に
下
賜
・
模
倣
さ
れ
て
い
く
場
合
、
墓
室
溝
造
の
中
で
最
も
肝
心
な
部
分
な
り
基
本
的
構
造
な
り
が
は
ず
さ
れ
て
い
る
と
は
考

え
が
た
い
。
よ
っ
て
大
敵
台
M
ー
ク
ラ
ス
の
大
型
墓
に
基
い
て
皇
帝
陵
の
基
本
的
構
造
を
考
え
る
こ
と
は
決
し
て
無
駄
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

　
墓
葬
を
総
合
的
に
捉
え
る
立
揚
か
ら
は
墓
の
規
模
の
面
で
の
規
制
の
他
、
墓
葬
の
宗
族
帰
化
の
書
紋
、
玉
製
品
（
特
に
玉
顔
）
・
明
器
類
な
ど

の
副
葬
晶
も
含
め
て
の
総
合
的
な
判
断
が
な
さ
れ
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
本
論
は
こ
れ
ら
の
重
要
な
要
素
を
考
慮
す
る
こ
と
を
保
留
し
て
、
表
面

的
な
墓
室
構
造
の
み
に
対
象
を
絞
っ
て
い
る
。
故
に
、
漢
代
墓
葬
の
歴
史
的
意
義
の
理
解
の
方
法
と
し
て
は
一
面
的
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
保
留
し
た
多
く
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
く
事
が
次
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
（
一
九
七
九
年
八
月
七
日
稿
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
兵
庫

5
）
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on　how　he　came　to　gain　the　strength　enough　to　destroy　the　Tirnurld

dynasty．　The　most　important　reason，　however，　appears　to　be　his

conquest　of　Turkistan　wilayat　on　the　mid－stream　of　the　Syr－darya．

This，　as　K．　A．　Pishchulina　earlier　pointed　out，　can　be　explained　by

the　polkical，　economic，　mllitary，　and　religious　significance　of　the　reglon．

　　Arquq　in　question　was　a　tiny　town　in　Turklstan．　However，　accord－

ing　to　lbn　Ruzbihan，　lts　importance　to　Shaibani　was　coinparable　to

that　of　Medlna　to　the　Prophet．　The　factors　behind　this　assertlon，　in

my　opinion，　are　as　follows．　Firstly，　though　small，’ `rquq　was　an
excellent　fortress．　Secondly，　located　in　the　area　boderiRg　the　western

end　of　Turl〈istan　and　the　desert　leading　to　the　heartland　of　Mawaran－

nahr，　it　was　a　strategically　iinportant　poiBt　for　both　regions．　By

gaining　the　control，　Shaibani　could　also　be　prov2ded　with　abundant

agricultural　produce　of　tlte　area．

　　In　studylng　cit2es　of　Central　Asia，　the　Japanese　scholarshlp　has

tended　to　emphasize　their　role　as　midway　points　on　the　East－West

trade　route．　Kowever，　as　the　case　of　Arquq　shows，　their　relatlonship

wlth　nomadic　people　also　has　to　be　takell　into　account．

The　Structure　of　the　Large－Scale　Tomb　in　the　Han漢；Period

by

Toshinori　Nishimura

　　The　tornb－burial　in　the　ffan　period　was　determined　by　the　social

positlon　of　the　buried，　and　is　considered　as　the　embodiment　of　the

fundamental　desire　for　the　afterworld　which　was　shared　commonly　by

every　class　of　the　society．

　　In　this　article　1　akalyse　the　structure　of　tomb－room，　explore　that　of

the　imperial　mausoleum　from　both　sides　of　the　literature　and　results

of　excavation，　and　examine　the　historical　transitioit　of　the　imperial

mausoleum．　Besides　1　pursue　the　relation　between　the　imperial　raau－

soleums　aRd　the　other正arge－scale　tombs　including　those　of　the五動s

劉氏一族，and　inquire　illto　the　problem　of　the　maintenance　of　political

order　in　the　ffan　perlod．

　　The　large－scale　tombs　in　the　Han　per1od　can　be　divided　roughly　into
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three　groups：the　pit－tombs　with！吻競σ勉木榔persisting　from　the

Seszgofeca　｝’prk’as　period，　the　various　tunnel－tombs　which　originated　in　the

Kochoclaiso　黄｝1易題湊　as　the　imperial　tomb，　and　the　tunne1－Senbo　石專墓

with　many　rooms．　And　thelr　relations　can　be　exarnined　by　dlviding

them　into　three　period＄．

　　First：　the　adoption　of　the　tunnel－temb　w2th　Kochodaiso　（the　tunnel－

tomb　of　Daiso　twrrAge　type）　in　the　imperial　mausoleums　of　the　gsi－Ha｝z

西漢dynasty，　its　im圭tatien　by　the　other　large－scale　tombs，　and　the　ex－

isi；ence　of　the　pit－tomb．　Second：　the　predom2nance　of　the　imitation　o’iC

structural　plan　of　’che　tunnel－tomb　of　Daiso　type　by　small　and・middle

tolnbs圭n　the　first　half　of　the　7’鰯g．動銘東漢period．　Third：the　ap－

pearance　of　the　large－scale　Senbo　with　many　rooms　and　the　decline　of

the　tufine1一tomb　of　Z）agso亡ype　to　the　large－scale　tombs　in　the　lat亡er

half．

　　It　seems　fu晦adequate　that　the　transi宅ion　of　these　tomb．type　ilnplies

how　the　politlcal　order　was　main＋．ained　in　Hsi－Han　aRd　T’blng－Han

dynasties．

（916）




